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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2014 年度） 

問１ 次の文の  ①  ～  ⑧  に当てはまる語句を書きなさい。 

(1) 図１は，空気に含まれる気体の体積の割合を表したグラフであり，Ｘ

の気体名は  ①  である。 

(2) 地震の規模の大小はマグニチュードで表され，地震のゆれの強さは 

 ②  で表される。 

(3) 動物は，背骨のあるものと，背骨のないものに大きく分けられ，その

うち，背骨のあるものを  ③  動物という。 

図１ 

 

(4) 火成岩は大きく２種類に分けられ，マグマが地表付近で急に冷えて固まったものを火山岩といい，マグマ

が地下の深いところでゆっくり冷えて固まったものを  ④  という。 

(5) デンプンは，だ液に含まれるアミラーゼという消化  ⑤  によって，ブドウ糖がいくつか結合したもの

に分解される。 

(6) アンモナイトのように，広い地域で生活し，限られた時代にだけ生存していた生物の化石は，地層がたい

積した年代の推定に役立つ。このような化石を  ⑥  化石という。 

(7) 物体に力がはたらいていないときや，物体にはたらく力がつり合っているとき，静止している物体は静止

の状態を続け，運動している物体は等速直線運動を続ける。これを  ⑦  の法則といい，物体がもってい

るこのような性質を  ⑦  という。 

(8) 動物のように他の生物を食べることで有機物を取り入れている生物のことを消費者という。一方，植物の

ように光合成を行い，自ら無機物から有機物をつくっている生物のことを  ⑧  という。 

問２ 次の化学反応式の      に当てはまる数字を書きなさい。 

２Ｃｕ＋Ｏ２→      ＣｕＯ 

問３ 図２の回路のようすを表す回路図を，図３の  の中に電気用図記号をかき加えて完成させなさい。 

図２ 図３ 
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問４ 図４のＡ～Ｅは，タマネギの根の先端に近い部分の細胞を表したものである。Ａ～Ｅを細胞分裂が進む順

に並べかえなさい。ただし，Ａを最初とし，Ｅを最後とする。 

図４ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 
     

問５ 図５のように，質量パーセント濃度が５％の食塩水が 100ｇある。こ

の食塩水にとけている食塩の質量は何ｇか，書きなさい。 

図５ 

 

問６ 図６は，ある日に観察したオリオン座の動きを記録したものである。Ａは 21時に見られたオリオン座の

位置を示している。Ｂは何時に見られたオリオン座の位置を示したものか，書きなさい。なお，日周運動に

より，オリオン座の位置はＡからＢに 15°移動していた。 

図６ 

 

問７ 質量 300ｇの物体を，床から２ｍの高さまでゆっくりと持ち上げるときの仕事の大きさは何Ｊか，書きな

さい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 
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問１ 

(1) ①  

(2) ②  

(3) ③  

(4) ④  

(5) ⑤  

(6) ⑥  

(7) ⑦  

(8) ⑧  

問２  

問３ 

 

問４ Ａ →      →      →      → Ｅ 

問５   ｇ 

問６   時 

問７   Ｊ 
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問１ 

(1) ① 窒素 

(2) ② 震度 

(3) ③ セキツイ 

(4) ④ 深成岩 

(5) ⑤ 酵素 

(6) ⑥ 示準 

(7) ⑦ 慣性 

(8) ⑧ 生産者 

問２ ２ 

問３ 

 

問４ Ａ → Ｃ → Ｄ → Ｂ → Ｅ 

問５ ５ ｇ 

問６ 22 時 

問７ ６ Ｊ 

 

問１ 窒素は，空気中に約 78％含まれている。背骨のない動物を無セキツイ動物という。火成岩は，火山岩と深成

岩に分けられる。地層がたい積した当時の環境を知ることができる化石を示相化石という。 

問２ 化学反応式では，矢印の右側と左側の原子の種類と数が同じになるようにする。 

問３ 電池または直流電源の電気用図記号は，長いほうが＋極になる。 

問４ 分裂の準備が始まる(Ａ)→核の中に染色体が見える(Ｃ)→染色体が中央付近に集まる(Ｄ)→染色体が２つに

分かれ，細胞の両端に移動する(Ｂ)→しきりができて，細胞質が２つに分かれる(Ｅ) 

問５ 質量パーセント濃度[％]＝
溶質の質量[ｇ]

溶液の質量[ｇ]
×100より，100[ｇ]×

5[％]

 100 
＝5[ｇ] 

問６ 星は，１時間に約 15°東から西へ動いて見えるため，Ｂの位置は，Ａの位置の１時間後であるといえる。 

問７ 仕事[Ｊ]＝力の大きさ[Ｎ]×力の向きに動いた距離[ｍ]より，3[Ｎ]×2[ｍ]＝6[Ｊ] 
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【過去問 2】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（青森県 2014 年度） 

問１ 生物のからだのつくりについて，次のア～ウに答えなさい。 

ア からだが１個の細胞からできている生物を何というか，書きなさい。 

イ 植物細胞で，細胞膜の外側にあり，からだの形を保つはたらきをするつくりを何というか，書きなさい。 

ウ 下の文章中の  ①  ～  ③  に入る語の組み合わせとして適切なものを，次の１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。 

同じはたらきをもつ多数の細胞の集まりを  ①  といい，いくつかの  ①  が集まって，決まっ

た形とはたらきをもつ  ②  をつくっている。そして，さまざまな  ②  が集まって，ヒトやホウ

センカといった， ③  がつくられている。 

１ ① 組織 ② 個体 ③ 器官 ２ ① 組織 ② 器官 ③ 個体 

３ ① 器官 ② 個体 ③ 組織 ４ ① 器官 ② 組織 ③ 個体 

問２ シダ植物とコケ植物について，次のア，イに答えなさい。 

ア 右の図は，イヌワラビの葉の裏側に見られるつくりを表したものである。このつ

くりを何というか，書きなさい。 

イ シダ植物とコケ植物の特徴を比べたとき，シダ植物だけにみられるものと，コケ

植物だけにみられるものを，次の１～４の中から一つずつ選び，その番号を書きな

さい。 

１ 光合成を行う ２ からだの表面全体で水分を吸収する 

３ 種子をつくる ４ 根・茎・葉の区別がある 

 

問３ 天体について，次のア，イに答えなさい。 

ア 惑星のまわりを公転する天体を何というか，書きなさい。 

イ 下の表は，太陽系の惑星Ａ～Ｄの特徴を地球と比べてまとめたものである。惑星Ａ～Ｄの中で，地球より

体積が小さいものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

 
質量 

（地球＝１） 

密度 

（地球＝１） 

太陽からの距離 

（地球＝１） 

公転周期 

（地球＝１） 

地球 1.00 1.00 1.00 1.00 

Ａ 317.8 0.24 5.20 11.9 

Ｂ 14.5 0.23 19.22 84.0 

Ｃ 17.2 0.30 30.11 164.8 

Ｄ 0.06 0.98 0.39 0.24 
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問１ 

ア  

イ  

ウ  

問２ 

ア  

イ 
シダ植物   

コケ植物   

問３ 
ア  

イ  

 

問１ 

ア 単細胞生物 

イ 細胞壁 

ウ ２ 

問２ 

ア 胞子のう 

イ 
シダ植物 ４ 

コケ植物 ２ 

問３ 
ア 衛星 

イ Ｄ 

 

問１ ア からだが１個の細胞だけでできている生物を単細胞生物，からだがたくさんの細胞でできている生物を多

細胞生物という。 

 イ 植物細胞に特有のつくりには，細胞壁，葉緑体，液胞などがある。細胞壁は，細胞膜の外側にあるかたい

つくりで，植物のからだを支えるのに役立っている。 

 ウ 多細胞生物では，同じ形やはたらきの細胞が集まって組織をつくり，組織が集まって特定のはたらきをも

つ器官をつくっている。器官の集まりが，１個の生物としての個体である。 

問２ ア 図は，イヌワラビの葉の裏に多数見られる胞子のうを表している。胞子のうは胞子がつまった袋である。 

 イ シダ植物とコケ植物は，どちらも種子をつくらず胞子でふえる植物のなかまである。シダ植物には根・茎・

葉の区別や維管束があるが，コケ植物にはない。コケ植物はからだの表面全体で水分を吸収して生活してい

る。 

問３ ア 惑星のまわりを公転する天体を衛星という。月は地球の衛星である。 

 イ 体積は質量を密度で割った値である。地球の質量，密度をそれぞれ１としているので，質量の値より密度

の値が大きいものが，地球より体積が小さいといえる。なお，Ａは木星，Ｂは天王星，Ｃは海王星，Ｄは水

星である。 
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【過去問 3】 

タマネギの根の成長や細胞分裂のようすを調べるために，下の手順①～⑤で観察を行った。次の問１～問４に

答えなさい。 

（青森県 2014 年度） 

手順① 右の図のように，タマネギの根に等間隔に印をつけて水に入れ

た。 

手順② １日後，根のどの部分が成長しているかを観察した。 

手順③ 根を先端から５mm ほど切り取り，試験管に入れて塩酸を加え，

約 60℃に温めて数分間おいた。 

手順④ これをスライドガラスにのせ，柄つき針で細かくほぐし，酢酸カ

ーミン液を加えて数分間おいた。 

手順⑤ これにカバーガラスをかけてろ紙をのせ，指で静かに押しつぶ

した後，顕微鏡で赤く染まった核や染色体のようすを観察した。 

 

問１ 植物をからだのつくりの特徴をもとに分類したとき，タマネギと同じなかまに分類されるものを，次の１

～５の中からすべて選び，その番号を書きなさい。 

１ マツ ２ ホウセンカ ３ トウモロコシ ４ アブラナ ５ ツユクサ 

問２ 手順②について，根が成長すると，手順①でつけた印の間隔はどのようになると考えられるか。最も適切

なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ ２ ３ ４ 

    

問３ 手順③について，下線部の処理を行うと，細胞分裂のようすが観察しやすくなる理由を書きなさい。 

問４ 手順⑤の下線部について，次のア，イに答えなさい。 

ア 下の文章は，染色体について述べたものである。文章中の  ①  ， ②  に入る適切な語を書きなさ

い。 

染色体には  ①  があり，その本体はＤＮＡである。また， ①  が決める個体の形や性質を  ②  

という。 

イ 根の一つの細胞が二つの細胞に分裂する過程で，一つの細胞がもつ染色体の数はどのように変化するか。

最も適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。ただし，タマネギの一つの細胞

がもつ染色体の数を 16本とする。 

１ 16本→32本→16本 ２ 16本→32本→64本 

３ 16本→８本→８本 ４ 16本→８本→16本 
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問１  

問２  

問３  

問４ 
ア 

①   

②   

イ   

 

問１ ３，５ 

問２ ３ 

問３ 一つ一つの細胞が離れやすくなるから。 

問４ 
ア 

① 遺伝子 

② 形質 

イ １ 

 

問１ タマネギは根がひげ根なので，被子植物の単子葉類のなかまである。トウモロコシとツユクサが単子葉類で，

ホウセンカとアブラナは双子葉類，マツは裸子植物である。 

問２ 根で細胞分裂が盛んに行われる部分は，根の先端に近いところである。 

問３ 塩酸につけてあたためるのは，細胞の活動を止めて，細胞どうしをばらばらにしやすくするためである。 

問４ ア 染色体の中には遺伝子が入っている。生物の形や色などの特徴を形質という。形質は，遺伝子によって伝

えられる。 

 イ 細胞分裂が始まると，16 本の染色体がそれぞれ２つに割れて計 32 本になり，対になった染色体が分かれ

て 16本ずつ集まり，新しい核を形成する。分裂後にできた細胞の染色体は 16本である。 
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【過去問 4】 

次の問１～問８に答えなさい。 

（岩手県 2014 年度） 

問１ 次のＡ～Ｅの図は，植物の細胞分裂のようすを模式的に表したものです。下のア～エのうち，これらを細

胞分裂の順に正しく並べたものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

     

ア Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ 

イ Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ｅ 

ウ Ａ→Ｄ→Ｂ→Ｃ→Ｅ 

エ Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ｅ 

問２ 右の図は，ある地域の生物の数量的な関係が，つり合っている状態を

表しています。この状態から肉食動物だけが減少すると，その後どのよ

うな変化が起こりますか。次のア～エのうちから，最も適当なものを一

つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ア 草食動物が増加し，その後，植物が増加する。 

イ 草食動物が増加し，その後，植物が減少する。 

ウ 草食動物が減少し，その後，植物が増加する。 

エ 草食動物が減少し，その後，植物が減少する。 

問３ 実験中にあやまって，うすい水酸化ナトリウム水溶液を手につけてしまいました。次のア～エのうち，直

ちにとるべき行動として最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 手を布でよくふく。 

イ 手を流水でよく洗う。 

ウ 手を氷でよく冷やす。 

エ 手をうすい塩酸でよく洗う。 

問４ エタノールと水の混合物から，右の図のような装

置でエタノールをとり出すとき，物質のどのような

性質のちがいを利用していますか。次のア～エのう

ちから，正しいものを一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

ア 融点 イ 沸点 

ウ 密度 エ 溶解度 
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問５ 次のａ～ｄの図は，振動数が異なる２つのおんさをそれぞれ強弱を変えてたたき，そのときの音のようす

をコンピュータ画面に表示したものです。目盛りのとり方はすべて同じで，横軸は時間を表しています。こ

のとき，振動数の少ない方のおんさをたたいたときの図はどれとどれですか。下のア～エのうちから，正し

い組み合わせを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ａ ｂ ｃ ｄ 

    

ア ａとｃ イ ａとｄ ウ ｂとｃ エ ｂとｄ 

問６ 右の図は，モーターのしくみを模式的に表したも

のです。次のア～エのうち，流れる電流の向きとモー

ターが回転する向きの組み合わせとして正しいもの

はどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

  ア イ ウ エ 

 電流の向き ａ ａ ｂ ｂ 

 
回転の向き ｃ ｄ ｃ ｄ 

問７ 次のア～エのうち，雲仙普賢岳のような，マグマのねばりけが強い火山の噴火のしかたと，その火山にみ

られる火山岩の特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

 噴火のしかた 火山岩の特徴 

ア おだやか 色が白っぽく石英や長石を多く含む 

イ おだやか 色が黒っぽく輝石やカンラン石を多く含む 

ウ 激しく爆発的 色が白っぽく石英や長石を多く含む 

エ 激しく爆発的 色が黒っぽく輝石やカンラン石を多く含む 

問８ 日本列島付近には４枚のプレートがあります。このうち，太平洋プレートとフィリピン海プレートが動く

向きを  で示すとき，最も適当な模式図は，次のア～エのうちどれですか。一つ選び，その記号を書き

なさい。 

ア イ ウ エ 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ エ 

問２ イ 

問３ イ 

問４ イ 

問５ ア 

問６ ウ 

問７ ウ 

問８ ア 

 

問１ 細胞分裂が始まると，染色体が現れ(Ｄ)，それぞれの染色体が裂けて対になる(Ｃ)。続いて，対になった染

色体が両極に分かれてそれぞれ集まり(Ｂ)，２つの核が形成されていく(Ｅ)。 

問２ 草食動物は敵の減少によって増加し，その後，植物は敵の増加によって減少する。 

問３ 薬品が手についたり目に入ったときは，ただちに大量の水で洗い落とす。 

問４ エタノールと水の混合物を加熱すると，沸点の低いエタノールが先に沸騰し，気体となる。 

問５ 一定時間内に表示される波の数が少ないほど，振動数が少ない。ａとｃは 1.5 回分，ｂとｃは 4.5 回分の振

動が表示されている。画面の縦軸は振幅を表している。 

問６ 電流は＋極から－極へ流れるので，ｂの向きである。磁界はＮ極からＳ極へ向かう向きである。電流の向き

と磁界の向きをフレミングの左手の法則にあてはめると，Ｎ極側の導線は上向きの力を受けることがわかる。

Ｓ極側の導線は下向きの力を受けるので，モーターはｃの向きに回転する。 

問７ ねばりけの強いマグマは，雲仙普賢岳のようにおわんをふせたような形の火山を形成する。このような火山

は，激しく爆発的な噴火を起こす。また，ねばりけの強いマグマには，無色鉱物(石英・長石)が多く含まれて

いるため，火成岩は白っぽくなる。 

問８ 日本列島の太平洋側で，海のプレート(太平洋プレート・フィリピン海プレート)が陸のプレート(北アメリカ

プレート・ユーラシアプレート)の下に沈みこむように動いている。 
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【過去問 5】 

うまれたばかりのカエルの卵（受精卵）を採取し，次の観察を行った。下の問１～問５に答えなさい。 

（秋田県 2014 年度） 

【観察】 図１のように，カエルの受精卵を水
すい

槽
そう

に入れ，

継続して観察した。受精卵は，細胞分裂を始めて胚
はい

に

なり，時間の経過とともに変化した。胚に変化が見ら

れたときに，水槽から胚を１個取り出し，水を入れた

ペトリ皿に移し替え，図２のようにａ双眼実体顕微鏡

で観察した。図３は胚の変化のようすを記録したもの

の一部である。 

１週間後，水槽内の受精卵はオタマジャクシにな

り，１か月半後には図４のようにあしが出てきた。 

図１ 図２ 
  

図３ 図４ 
  

問１ 次のセキツイ動物のうち，カエルと同じグループに分類できるのはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア ペンギン イ イモリ ウ カメ エ ネズミ オ フナ 

問２ この観察で下線部ａを用いたのは何のためか，次から１つ選んで記号を書きなさい。 

ア 染色体を観察するため イ 胚の内部を観察するため 

ウ ２人で同時に観察するため エ 立体的に観察するため 

問３ 図３のＡ～Ｄを時間の経過の順に並べて記号を書きなさい。 

問４ 「胚」とよばれるのは，動物では，細胞分裂を始めてからいつまでの間か，書きなさい。 

問５ 次の文は，セキツイ動物の進化と，カエルがオタマジャクシから成体になるときの変化に共通して見られ

ることについて説明したものである。 

セキツイ動物は，（ Ｘ ）での生活に合うようにからだのしくみが変わることにより，魚類から他

のセキツイ動物のグループに進化してきたと考えられる。カエルがオタマジャクシから成体になると

きにも，ｂこのようなからだのしくみの変化が起きている。 

① Ｘに当てはまる語句を書きなさい。 

② 下線部ｂの変化とはどのようなことか。図４のようにあしが出てくることなどの外形の変化以外のこと

を書きなさい。 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

13 

 

問１  

問２  

問３ →       →       → 

問４  

問５ 
①  

②  

 

問１ イ 

問２ エ 

問３ Ｄ → Ｂ → Ｃ → Ａ 

問４ 例  自分で食物をとり始めるまでの間 

問５ 
① 例 陸上 

② 例 肺ができること 

 

問１ カエルは両生類である。ペンギンは鳥類，カメはハ虫類，ネズミはホ乳類，フナは魚類である。 

問２ 双眼実体顕微鏡は，左右上下が逆にならず，立体的に観察ができる。 

問３ 細胞分裂を１回したものがＤ，３回したものがＢである。細胞分裂を繰り返し胚になる。 

問４ 受精卵が細胞分裂をしてから自分でえさをとり始める間の子を指す。 

問５ ① セキツイ動物は，陸上の生活に適応できるように進化をとげてきている。 

 ② 両生類の子は，水中で生活するためにえら呼吸であるが，成体は水辺でくらすようになるため，肺呼吸と

皮膚呼吸を行う。 
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【過去問 6】 

美香さんは，自然環境の保全について興味をもち，水の中の生物について，観察や調べ学習を行った。次の問

いに答えなさい。 

（山形県 2014 年度） 

問１ 美香さんは，学校の近くにある沼にすむ生物を，肉眼または顕微鏡で観察した。次の問いに答えなさい。 

(1) 観察された生物の中には軟体動物に分類されるタニシがいた。タニシには節がなく，やわらかいあしをも

つという特徴がある。この他に，軟体動物だけに共通するからだのつくりの特徴は何か，簡潔に書きなさい。 

(2) 観察された生物の中には，単細胞生物が含まれていた。単細胞生物を，次のア～オからすべて選び，記号

で答えなさい。 

ア アメーバ イ イトミミズ ウ オオカナダモ エ ゾウリムシ オ ミジンコ 

問２ 美香さんは，水の中の生物の数量的な関係について，図書館で調べた。次は，美香さんが調べたことをま

とめたものである。あとの問いに答えなさい。 

図は，ある湖の生態系の調査結果をもとに，植物プランクト

ン，植物プランクトンを食べる動物プランクトン，動物プランク

トンを食べる魚Ａの数量的な関係を，食物連鎖の順に重ねて，模

式的に表したものである。何らかの原因により，魚Ａの数量の減

少がみられたとき，植物プランクトンと動物プランクトンの数

量は変動するが，ある程度長い期間で考えると，生態系における

生物の数量的なつり合いは保たれる。 

図 

 

(1) 下線部について，魚Ａの数量の減少がみられた時期をＴとする。このとき，植物プランクトンの数量の変

動と，動物プランクトンの数量の変動を模式的に表したグラフとして，最も適切なものを，次のア～エから

一つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 
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(2) この湖では，植物プランクトン，動物プランクトン，魚Ａの，数量的なつり合いが保たれていた。そこに，

魚Ａとは異なる種類で動物プランクトンを食べる魚Ｂもすむようになったところ，しばらくして，魚Ａの数

量の減少がみられた。魚Ａの数量が減少した理由を，簡潔に書きなさい。 

問３ 《選択問題》 

 美香さんが調べた沼の生態系には，人間の活動による影響がみられた。人間は自然環境と密接にかかわり

合って生きていることを認識し，自然環境を保全する活動に取り組んでいくことが求められている。 

 次のⒶ，Ⓑから一つを選び，選んだものを保全するために行われている取り組みを，簡潔に書きなさい。

なお，選んだものの記号を解答欄に書くこと。 

Ⓐ 沼の水質 

Ⓑ 沼にすむ生物 

 

問１ 
(1)  

(2)  

問２ 

(1)  

(2)  

問３ 

《選択 

問題》 

選んだものの記号 （     ） 

 

 

問１ 
(1) 例 外とう膜がある。 

(2) ア，エ 

問２ 

(1) ウ 

(2) 例 魚Ａのえさとなる動物プランクトンが減少したから。 

問３ 

《選択 

問題》 

選んだものの記号 （     ） 

Ⓐ 例 

生活排水をそのまま沼に流さない。 

Ⓑ 例 

外来種を沼に持ちこまない。 

 

問１ ⑴ 軟体動物にはタニシのほか，イカ，タコ，アサリ，マイマイなどがある。これらの動物は，内臓が外とう

膜に包まれている。 

 ⑵ アメーバとゾウリムシは光合成を行わない単細胞生物(動物プランクトン)である。イトミミズとミジンコ

は無セキツイ動物，オオカナダモは被子植物の双子葉類に分類される生物である。 
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問２ ⑴ 魚Ａが減少すると，動物プランクトンは敵の減少により増加し，それによって敵が増える植物プランクト

ンは減少する。次に，植物プランクトンの減少によってえさが少なくなるため，動物プランクトンは減少に転

じる。一方，植物プランクトンは敵の減少により増加する。このとき，魚Ａは，えさである動物プランクトン

の減少により減少する。このようにして，数量的なつり合いが元にもどっていく。 

 ⑵ 魚Ｂが参入したことにより，動物プランクトンが減少するため，えさがなくなって魚Ａが減少したと考え

られる。 

問３ Ⓐ 沼の水質を保全するためには，汚れた水が流れこまないようにすることと，すでに汚れている水をきれい

にすることが必要である。生活排水や農薬を含む水などが直接流れ込まないようにするほか，ホテイアオイな

どを植えて水の浄化をはかることも考えられる。 

 Ⓑ 沼にすむ生物を保全するためには，外来種を捕獲したり持ち込みを禁止したりするほか，稚魚や幼虫を飼

育して沼に放し，生態系のつり合いが保たれるようにすることが考えられる。 
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【過去問 7】 

次の観察について，問１～問４に答えなさい。 

（福島県 2014 年度） 

観 察 

図１のように，同じ長さのタマネギの根Ｐ，Ｑを用意し，それぞれの先端か

ら２mm間隔で印をつけ，それぞれＡ～Ｃ，Ｄ～Ｆとした。 

Ⅰ 根Ｐを切りとり，うすい塩酸の入った試験管に入れて 60℃の湯で１分間

あたためてから，顕微鏡を用いてＡ～Ｃの各部分の細胞を観察した。 

図１ 

 

Ⅱ 根Ｑは，翌日まで水につけてから，Ｄ～Ｆの位置の変化を調べた。次に，根Ｑを切りとり，Ⅰと同

じようにして，Ｄ～Ｆの各部分の細胞を観察した。 

問１ 観察のⅠの下線部の処理には，細胞分裂を止めることのほかにどのような目的があるか。書きなさい。 

問２ 次の文は，観察のⅠにおいて，顕微鏡の倍率を低倍率から高倍率にするときの操作についてまとめたも

のである。①～③にあてはまることばの組み合わせはどのようになるか。次のア～エの中から１つ選びな

さい。 

 ①  を回して，高倍率の対物レンズにする。次に， 

 ②  を調節して，観察したいものが最もはっきり見

えるようにする。 

このとき，低倍率のときに比べて，対物レンズとプレ

パラートの間の距離が  ③  なり，視野がせまくな

る。 

    

 ① ② ③ 

ア しぼり レボルバー 近く 

イ しぼり レボルバー 遠く 

ウ レボルバー しぼり 近く 

エ レボルバー しぼり 遠く 

    

 

問３ 観察のⅠにおいて，Ａの部分に細胞分裂を

している細胞が見られた。図２のア～カは，こ

のときに見られた細胞のスケッチである。アを

最初にして，イ～カを細胞分裂が進む順に並べ

るとどのようになるか。書きなさい。 

図２ 

ア イ ウ エ オ カ 
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問４ 図３は，観察のⅡにおけるＤ～Ｆの位置の変化を示したもので，図４は，観察のⅠと観察のⅡで観察した

各部分の細胞の写真である。次の文は，図３と図４をふまえて，根の成長についてまとめたものである。    

にあてはまる内容は何か。35字以内で書きなさい。 

図３ 図４ 

 

Ａ Ｂ Ｃ 

   

根もとに近いＣとＦの部分の細胞は，細胞分裂

が行われていないことに加え，細胞の大きさにも

あまり変化が見られず，根の成長にはほとんど関

係しないことがわかる。 

一方，ＡとＤの部分の細胞，およびＢとＥの部

分の細胞をそれぞれ比べてみると，根の先端に近

い部分では，        ことにより，根が成

長することがわかる。 

Ｄ Ｅ Ｆ 

   

 

問１  

問２  

問３ ア →   →   →   →   → 

問４ 

          

          

          

          

 

問１ それぞれの細胞をはなれやすくするため。 

問２ ウ 

問３ ア → オ → ウ → イ → エ → カ 

問４ 
細胞分裂によって細胞の数がふえるとともに，ふえた細胞自体が

大きくなる 

 

問１ 根を塩酸につけてあたためるのは，細胞の活動を止め，１つ１つの細胞をはなれやすくするためである。 

問２ 対物レンズを変えるときは，レボルバーを回す。しぼりは，対物レンズに入る光の量を調節するとき回す。
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対物レンズは倍率が高いものほど長いので，高倍率にすると，プレパラートとの距離が近くなる。 

問３ 細胞分裂が始まると，核に染色体が現れ(オ)，それぞれの染色体が裂けて対になる(ウ)。対になった染色体

は分かれてそれぞれ集まり(イ)，しきりのようなものができて２つの核が形成され(エ)，２個の新しい細胞が

できる（カ）。 

問４ 植物は細胞分裂によって細胞の数がふえることと，それぞれの細胞が大きくなることによって成長する。細

胞分裂は，根の先端に近い部分で盛んに行われる。 
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【過去問 8】 

生物の体細胞分裂と細胞の成長について調べるために，植物の種子を用いた実験と動物の受精卵の観察を行っ

た。後の問１～問５に答えなさい。 

（群馬県 2014 年度） 

［実験］  

発芽したエンドウの根に，先端から等間隔に印を付け，根の成長のようす

を観察した。図Ⅰは，開始時と２時間後，12時間後に観察した結果を示した

もので，図のＡ～Ｃは開始時に付けた印の位置を示している。 

次に，12時間後の根の先端を１cmほど切り取り，約 60℃のうすい塩酸に

数分間入れた後，水洗いした。その根をＡ～Ｃのそれぞれを含む部分に切り

分け，３枚のスライドガラスにのせた。その後，それぞれのスライドガラス

に染色液を１滴落としてカバーガラスをかけ，押しつぶしたものを，顕微鏡

で観察した。 

図Ⅰ 

 

※－は，切り取った位置を示す。 

表は，それぞれのプレパラートを 600 倍で観察した結果をまとめたものである。また，図Ⅱは，表のア～

ウの細胞をスケッチしたものである。 

表 図Ⅱ 

 Ａ Ｂ Ｃ  ア イ ウ 

細胞の 

ようす 

   

 

   

核や染色体 

のようす 

球形の核や，ひも状

の染色体が見られ

た。 

球形の核が見られ

たが，染色体は見

られなかった。 

球形の核が見られ

たが，染色体は見ら

れなかった。 

    

［観察］ 図Ⅲ 

カエルの受精卵を，受精直後と２時間後，12時間後に，それぞれ観察し

た。図Ⅲは，それをスケッチしたものである。 

問１ 実験で，下線部の操作を行う目的を，簡潔に書きなさい。 

問２ 図Ⅱのア～ウを，細胞分裂の過程にそって並べなさい。 
 

問３ 図Ⅱのアの    で囲まれた部分の染色体の数は 14 本である。表のエの細胞の核に含まれる染色体の数

は何本と考えられるか，書きなさい。 

問４ エンドウの根は，細胞がどのように変化することにより成長すると考えられるか。図Ⅰと表からわかるこ

とを，細胞の数と大きさに着目して，簡潔に書きなさい。 
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問５ 次の文は，実験と観察から，カエルの受精卵の体細胞分裂の特徴について，エンドウの根の体細胞分裂と

比較してまとめたものである。文中の①については，｛   ｝内のア，イから正しいものを選びなさい。

また， ②  ， ③  には当てはまる語句を，それぞれ書きなさい。 

カエルの受精卵の体細胞分裂の速さは，エンドウの根の体細胞分裂と比較して①｛ア 速い イ 遅

い｝。また，分裂後，カエルの受精卵は，エンドウの根と違い各細胞 が ②  ので，全体の大きさが  

③  。 

 

問１  

問２ →      → 

問３  

問４  

問５ 

①  

②  

③  

 

問１ 
例 

細胞と細胞の結合を切って見やすくするため。 

問２ ウ → イ → ア 

問３ 14本 

問４ 

例 

根の先端付近で細胞分裂により細胞の数が増え，その細胞が大きくなるこ

とで成長する。 

問５ 

① ア 

② 成長しない 

③ 変わらない 

 

問１ 細胞の観察では，それぞれの細胞が重ならないように処理しておく必要がある。 

問２ 核の中に染色体が現れ(ウ)，染色体が２つに裂けるとともに細胞の中央に並び(イ)，染色体が細胞の両極に

分かれて移動する(ア)。 

問３ 体を形成する体細胞の中にある染色体の数は，すべて等しい。染色体数が異なるのは生殖細胞である。 

問４ 細胞の先端で新しい細胞がつくられるが，これが徐々に大きくなるとともに植物は成長する。 

問５ 図Ⅰから，エンドウは 12時間でＡからＢにかけて約２倍の長さに成長している。また，表より，Ａ→Ｂ→Ｃ

となるにつれて細胞の大きさも２倍以上に成長している。よって，図Ⅰでみられた根の成長は，おもに細胞の

成長が原因であるといえる。一方，図Ⅲから，カエルの受精卵は１時間に１回の割合で細胞分裂を繰り返して

いるため，エンドウとカエルの体細胞分裂では，カエルの方が速く細胞分裂して成長するといえる。 
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【過去問 9】 

次の各問に答えなさい。 

（埼玉県 2014 年度） 

問１ 図１は，ある地震のゆれを観測地点Ａの地震計で記録したもので，図１の①と②は，それぞれＰ波の到着

による小さなゆれの始まりとＳ波の到着による大きなゆれの始まりを示しています。図２は，この地震につ

いて，Ｐ波・Ｓ波が到着するまでの時間と震源からの距離との関係を表したものです。図１と図２から，こ

の地震の震源から観測地点Ａまでの距離は何㎞か求めなさい。 

図１ 図２ 

  

問２ 太陽の表面に見られる黒点の温度として最も適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を書

きなさい。 

ア 約 500℃ イ 約 4000℃ ウ 約 6000℃ エ 約 1600万℃ 

問３ 図１は，コリウスのふ入りの葉をスケッチしたものです。この葉の一部を，図２のようにアルミニウムは

くでおおって暗いところに一晩置き，翌日，ひなたに置いて日光を十分に当てました。アルミニウムはくを

はずしてこの葉を熱湯にひたしたあと，温めたエタノール中で脱色し，ヨウ素液にひたしました。ヨウ素液

に反応し色が変化した部分を，図３のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

図１ 図２ 図３ 
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問４ 次のＡ～Ｆは，タマネギの根の先
せん

端
たん

に近い部分の細胞を顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観察し，細胞分裂のいろいろな段階を

スケッチしたものです。Ａを細胞分裂の最初，Ｆを細胞分裂の最後とし，Ｂ～Ｅを細胞分裂の正しい順に並

べかえなさい。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 
     

問５ 次の表は，６種類の物質の１気圧における沸点と融点を調べてまとめたものです。１気圧で 25℃のとき

に液体である物質を，表中のＡ～Ｆの中からすべて選び，その記号を書きなさい。 

表 

物質 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

沸点〔℃〕 2863 351 118 357 78 －183 

融点〔℃〕 1536 63 17 －39 －115 －218 

問６ 酸素を入れて密閉した丸底フラスコの中でスチールウールを燃焼させる装置を組み，燃焼させたところ，

燃焼の前後において，この装置全体の質量は変わりませんでした。このように，「化学変化の前後で物質全

体の質量は変わらない」ことを示す法則を何といいますか。この法則の名
めい

称
しょう

を書きなさい。 

問７ １台のモノコードを用いて，弦をはじく強さやはじいて振動する部分の弦の長さを変えて音を鳴らし，そ

れぞれの音の波の形をコンピュータを使って観察し，波の形の特徴を模式的に表しました。次のア～エの中

から，はじいて振動する部分の弦の長さが同じ場合にできた波の形を二つ選び，その記号を書きなさい。た

だし，弦は同じものを使用し，弦の張りの強さを変えないこととします。また，ア～エの横軸は時間を，縦

軸は振幅を表し，それぞれの１目盛りの値はすべて同じです。 

ア イ ウ エ 

    

問８ 右の図のように，十字形の金属板が入ったクルックス管

の電極に電圧をかけたところ，蛍光面が光り，影ができまし

た。クルックス管の蛍光面が光ったり，蛍光面に影ができた

りしたのは，－極から目に見えないきわめて小さい粒子が

飛び出しているためです。この粒子を何といいますか。その

名称を書きなさい。 

図 
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問１   km 

問２  

問３  

問４ Ａ→ →    →    → Ｆ 

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ 50 km 

問２ イ 

問３ ア 

問４ Ａ → Ｅ → Ｃ → Ｂ → 

Ｄ 

Ｆ 

問５ Ｃ，Ｄ，Ｅ 

問６ 質量保存の法則 

問７ ウ，エ 

問８ 電子 

 

問１ 図１より，Ｐ波が到着してからＳ波が到着するまでの時間(初期微動継続時間)が６秒だったことが読みとれ

る。Ｐ波とＳ波が到着するまでの時間の差が６秒なのは，図２より，震源からの距離が 50km の地点であるこ

とがわかる。 

問２ 太陽の表面温度は約 6000℃で，周囲より温度が低いために暗く見える部分が黒点である。 

問３ 光合成は，葉の緑色の部分にある葉緑体において，光のエネルギーを利用して行われる。したがって，葉緑

体のない部分(ふの部分)やアルミニウムはくでおおって光をさえぎった部分では，デンプンはできなかったと

考えられる。 

問４ 細胞分裂が始まると，核に染色体が現れ(Ｅ)，それぞれの染色体が裂けて対になる(Ｃ)。対になった染色体

は分かれて両極にそれぞれ集まり(Ｂ)，しきりのようなものができて２つの核が形成されていく(Ｄ)。 

問５ 25℃のとき液体なのは，融点が 25℃より低く，沸点が 25℃より高い物質である。 

問６ 化学変化の前後で物質全体の質量が変わらないことを，質量保存の法則という。酸素の中でスチールウール

(鉄)を燃焼させると，酸素と鉄が化合して酸化鉄ができるが，反応の前後で酸素原子と鉄原子の数が変わらな

いため，全体の質量も変わらない。 

問７ 弦の長さが同じ場合，振動数が等しい。コンピュータの画面に表示された波の数は，アが 4.5，イが 2.5，ウ

とエが４だから，ウとエの振動数が等しい。 

問８ クルックス管で観察される光の正体は，－極から＋極に向かって移動する電子の流れである。 
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【過去問 10】 

Ｓさんは，ホウセンカの花粉の発芽について調べるため，次の観察を行い，調べ学習を行いました。これに関

して，あとの問１～問３に答えなさい。 

（千葉県 2014 年度 後期） 

観察 

① 10％ショ糖水溶液を用意し，図１のようにこまごめピペットでスライドガラスに１滴落とした。 

② ホウセンカの花粉を筆先につけて，図２のようにショ糖水溶液の上にまいた。 

③ 図３のように，乾燥をふせぐためスライドガラスを水の入ったペトリ皿に入れ，ふたをして１時間

置いた。 

④ 顕微鏡で観察したところ，花粉から花粉管がばらばらの方向に伸びていた。図４は，そのようすを

スケッチしたものである。 

図１ 図２ 図３ 
   

図４ 

 

調べ学習 

ホウセンカの花のつくりや花粉管について調べ，次のようにまとめた。 

 
ホウセンカについてわかったこと 

○双子葉類である。 

○花弁とがくはどちらも５枚である。 

○５本の雄しべがある。 

○体細胞中の染色体の数は14本である。 

○花粉管の中を細胞が移動し，受精する。 

 

 

問１ 観察④では，花粉管の伸びる方向は，ばらばらであった。実際の花では，花粉管はどこからどこへ向かっ

て伸びるか。簡潔に書きなさい。 
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問２ 花粉管の中を移動する細胞の名称を何というか。また，この細胞の染色体の数は何本か。それぞれ書きな

さい。ただし，細胞の名称は漢字３字で書くこと。 

問３ 受精した細胞は，どのような過程を経て種子となるか。最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選

び，その符号を書きなさい。 

ア 体細胞分裂をくり返して子房になり，種子がつくられる。 

イ 減数分裂をくり返して子房になり，種子がつくられる。 

ウ 体細胞分裂をくり返して胚になり，種子がつくられる。 

エ 減数分裂をくり返して胚になり，種子がつくられる。 

 

問１  

問２ 
名称   

染色体の数   本 

問３  

 

問１ 柱頭から胚珠へ向かって伸びる。 

問２ 
名称 精細胞 

染色体の数 ７ 本 

問３ ウ 

 

問１ 花粉が雌しべの先端(柱頭)につくと，花粉管が雌しべのつけねの子房の中にある胚珠に向かって伸びる。 

問２ 花粉管が胚珠に達すると，精細胞が花粉管の中を移動し，胚珠の中にある卵細胞と合体(受精)する。生殖細

胞である精細胞や卵細胞の染色体の数は，ホウセンカの体細胞中の染色体の数の半分である。生殖細胞がつく

られるとき染色体の数が半分になる特別な分裂を，減数分裂という。 

問３ 受精卵は体細胞分裂をくり返して胚になり，胚珠が種子になり，子房が果実になる。 
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【過去問 11】 

花のつくりを調べる観察と遺伝のしくみを調べる実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2014 年度） 

＜観察＞を行ったところ，＜結果１＞のようになった。 

＜観察＞ 

校庭でエンドウの花とアブラナの花をとり，ルーペを用いてよく観察した後，ピンセットで分解した。ま

た，それぞれのめしべをかみそりの刃で縦に切り，めしべの断面を双眼実体顕微鏡で観察しスケッチした。 

＜結果１＞ 

⑴ エンドウの花のつくりは図１のようになっていた。花はおしべとめしべが花弁に包まれている構造であ

り，おしべには花粉が付いていて，めしべの断面を観察すると胚
はい

珠
しゅ

が子房に包まれていた。 

図１ 

 

⑵ アブラナの花のつくりは図２のようになっていた。花はおしべとめしべが花弁に包まれていない構造で

あり，おしべには花粉が付いていて，めしべの断面を観察すると胚珠が子房に包まれていた。 

図２ 

 

次に，＜実験＞を行ったところ，＜結果２＞のようになった。 

＜実験＞ 

⑴ エンドウの丸形の種子５個と，しわ形の種子５個を校庭の花壇にまいて育てた。 

⑵ ⑴でまいたエンドウの種子を，得られた種子の形で分類した。 

＜結果２＞ 以下の表の３種類に分類することができた。 

まいた種子の形 丸形 しわ形 

得られた種子の形 すべて丸形 丸形としわ形 すべてしわ形 

まいた種子の分類 ① ② ③ 
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問１ めしべの断面を観察するときの双眼実体顕微鏡の使い方と，＜結果１＞から分かるエンドウがアブラナ

に比べて純系を得ることに適している理由を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちで

はどれか。 

 双眼実体顕微鏡の使い方 
エンドウがアブラナに比べて純系を 

得ることに適している理由 

ア 

左目でのぞきながら視度調節リングを回してピ

ントを合わせ，次に，右目でのぞきながら調節ねじ

（（微動ねじ）を回してピントを合わせる。 

エンドウは，アブラナに比べて，他の花の

花粉が付きにくいから。 

イ 

右目でのぞきながら調節ねじ（微動ねじ）を回し

てピントを合わせ，次に，左目でのぞきながら視度

調節リングを回してピントを合わせる。 

エンドウは，アブラナに比べて，他の花の

花粉が付きやすいから。 

ウ 

右目でのぞきながら調節ねじ（微動ねじ）を回し

てピントを合わせ，次に，左目でのぞきながら視度

調節リングを回してピントを合わせる。 

エンドウは，アブラナに比べて，他の花の

花粉が付きにくいから。 

エ 

左目でのぞきながら視度調節リングを回してピ

ントを合わせ，次に，右目でのぞきながら調節ねじ

（（微動ねじ）を回してピントを合わせる。 

エンドウは，アブラナに比べて，他の花の

花粉が付きやすいから。 

問２ ＜結果１＞と＜結果２＞から，エンドウが有性生殖を行うことが分かる理由を，簡単に書け。また，有性

生殖における染色体の数の変化を述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 減数分裂により生殖細胞の染色体の数は親の細胞の半分になり，二つの生殖細胞の核が合体することで

染色体の数は親と子で同じになる。 

イ 細胞分裂によってできた，親と同じ染色体の数をもつ生殖細胞と，減数分裂によってできた染色体を含ま

ない生殖細胞が合体することで，染色体の数は親と子で同じになる。 

ウ 減数分裂により生殖細胞の染色体の数は親の細胞の半分になり，二つの生殖細胞の核が合体する際，一方

の染色体は分解され，細胞分裂により染色体の数が２倍になり親と子で同じになる。 

エ 細胞分裂によってできた，親と同じ染色体の数をもつ生殖細胞同士の核が合体することで，親の２倍の染

色体の数をもつ細胞になった後，減数分裂により染色体の数は親と子で同じになる。 

問３ ＜結果２＞の②から得られた丸形の種子の数としわ形の種子の数のおよその比と，②から得られた丸形

の種子の遺伝子の組み合わせのおよその比を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちで

はどれか。ただし，エンドウの種子が丸形になる遺伝子をＡ，しわ形になる遺伝子をａとする。 

 ②から得られた丸形の種子の数としわ形の種子

の数のおよその比 

②から得られた丸形の種子の遺伝子の組み合

わせのおよその比 

ア 丸形：しわ形＝１：１ ＡＡ：Ａａ＝２：１ 

イ 丸形：しわ形＝１：１ ＡＡ：Ａａ＝１：２ 

ウ 丸形：しわ形＝３：１ ＡＡ：Ａａ＝２：１ 

エ 丸形：しわ形＝３：１ ＡＡ：Ａａ＝１：２ 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

29 

 

問１  

問２ 
理由  

記号  

問３  

 

問１ ウ 

問２ 
理由 

おしべとめしべがあり，親と異なる形質の子ができる場合があ

るから。 

記号 ア 

問３ エ 

 

問１ エンドウの花弁の形は特殊であり，めしべとおしべを包み込むような形になっている。よって，昆虫による

受粉が行われにくい。そのため，エンドウはふつう包み込まれた花弁の中で自家受粉を行う。よって，純系

の形質を得やすい。 

問２ めしべとおしべがあることから，卵細胞の核と精細胞の核が合体する受精をともなうと考えられる。卵細胞

や精細胞などの生殖細胞は，体の細胞に比べて染色体数は半分であるが，これらが合体することで，もとの

染色体数と同じになる。 

問３ 丸形の種子をかけ合わせて丸形としわ形ができるとき，親は丸の遺伝子

(Ａとする)としわの遺伝子(ａとする)をともに持っていたと考えられる。

よって，親の遺伝子の組み合わせはＡａである。このかけ合わせによって

得られる子の遺伝子の組み合わせは右の表のようになる。 

 Ａ ａ 

Ａ ＡＡ Ａａ 

a Ａａ ａａ 

   

 Ａの遺伝子を持つ個体は丸形の形質となることから，ＡＡ，Ａａは丸形となり，ａａはしわ形となる。よっ

て，丸形：しわ形＝３：１，ＡＡ：Ａａ＝１：２ となる。 
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【過去問 12】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2014 年度） 

問１ 次の  の中のａ～ｄの文は，顕微鏡の操作について述べたものである。文中の（ Ｘ ）にあて

はまるものと，顕微鏡の操作を適切な順に並べたものとの組み合わせとして最も適するものをあとの１～４

の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

ａ 観察したいものが視野の中央にくるようプレパラートをステージにのせ，プレパラートと対物レンズ

をできるだけ近づける。 

ｂ （ Ｘ ）を調節して，観察したいものが最もはっきり見えるようにする。 

ｃ 調節ねじを，プレパラートと対物レンズを遠ざける方向に回しながらピントを合わせる。 

ｄ 対物レンズを最も低倍率のものにし，反射鏡やしぼりを調節して視野全体が明るくなるようにする。 

 Ｘ 顕微鏡の操作 

１ しぼり ｄ→ｂ→ｃ→ａ 

２ しぼり ｄ→ａ→ｃ→ｂ 

３ 反射鏡 ｄ→ｂ→ｃ→ａ 

４ 反射鏡 ｄ→ａ→ｃ→ｂ 
 

問２ 右の図は，ある植物が自家受粉した後にできた果実のうちの一つを

取り出して，その断面図を模式的に示したものである。果実の中の種

子以外の部分（Ｘ）と
はい

胚はいずれも複数の細胞の集まり（細胞群）で

できている。自家受粉した植物の体細胞において，ある形質の遺伝子

の組み合わせがＡａであるとすると，図のＸや胚の細胞群では，この

遺伝子の組み合わせはどのようであると考えられるか。最も適するも

のを次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

 

 
 Ｘの細胞群の遺伝子の組み合わせ 胚の細胞群の遺伝子の組み合わせ 

１ 
ＡＡ，Ａａ，ａａの３種類の細胞が混在してい

る。 

ＡＡ，Ａａ，ａａの３種類の細胞が混在してい

る。 

２ 
ＡＡ，Ａａ，ａａの３種類の細胞が混在してい

る。 

すべての細胞がＡＡ，すべての細胞がＡａ，す

べての細胞がａａのいずれかである。 

３ すべての細胞がＡａである。 
ＡＡ，Ａａ，ａａの３種類の細胞が混在してい

る。 

４ すべての細胞がＡａである。 
すべての細胞がＡＡ，すべての細胞がＡａ，す

べての細胞がａａのいずれかである。 
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問３ ある地域における２種の動物ＸとＹ

は食べる・食べられるの関係にあり，右

のグラフはＸとそれを食べるＹの個体数

の変化を表している。このグラフについ

ての説明として最も適するものを次の１

～４の中から一つ選び，その番号を書き

なさい。 

 

１ 個体数が最大になった年は，ＸとＹどちらも 1855年から 1875年の間である。 

２ 1875年から 1905年の間について，Ｘの個体数が最大になった年はＹも最大となっており，その年のＹ

の個体数はＸの個体数の半数以上となっている。 

３ 1875年から 1905年の間について，毎年の個体数を比べると，Ｘの個体数はＹの個体数を常に上回って

いる。 

４ 1905年から 1915年の間について，Ｙの個体数が最小となった年はＸも最小となっており，その年のＸ

の個体数はＹの個体数の２～３倍の範囲にある。 

 

問１  

問２    

問３    

 

問１ ２ 

問２ ４ 

問３ ３ 

 

問１ プレパラートと対物レンズをできるだけ近づけておき，遠ざけながらピントを合わせる。 

問２ 種子以外の部分の遺伝子の組み合わせは体細胞と同じＡａとなる。体細胞の遺伝子の組み合わせがＡａの場

合，生殖細胞はＡまたはａとなるため，胚の遺伝子の組み合わせは，ＡＡ，Ａａ，ａａのいずれかとなる。 

問３ Ｘの個体数が減るとＹの個体数も減るが，Ｘの個体数はＹの個体数を常に上回っている。 
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【過去問 13】 

植物と動物の細胞について調べるために，次の観察を行った。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2014 年度） 

〈観察１〉 

植物と動物の細胞のつくりを調べるため，次の㋐～㋒の手順で４枚のプレパラートをつくり，顕微鏡で観察

した。表は，その観察記録である。 

㋐ オオカナダモの葉を１枚

ずつとって，スライドガラス

Ａ，Ｂにのせた。 

㋑ ヒトのほおの内側の粘膜

を綿棒の先で軽くこすりと

り，スライドガラスＣ，Ｄに

こすりつけた。 

㋒ スライドガラスＡ，Ｃには

水をたらしてカバーガラス

をかけた。また，スライドガ

ラスＢ，Ｄには染色液をたら

して約３分間置き，カバーガ

ラスをかけた。 

表 

 

問１ 次のア～カは，顕微鏡の基本的な操作を示したものである。アを最初，カを最後として正しい操作の順に

並べ，記号で答えなさい。 

ア 対物レンズを一番低倍率のものにする。 

イ 見たいものが視野の中央にくるようにプレパラートをステージにのせて，クリップでとめる。 

ウ 接眼レンズをのぞいて調節ねじを正しい向きに少しずつ回し，プレパラートと対物レンズを遠ざけなが

らピントを合わせる。 

エ 真横から見ながら調節ねじを回し，プレパラートを対物レンズにできるだけ近づける。 

オ 接眼レンズをのぞきながら，反射鏡としぼりを調節して，全体が一様に明るく見えるようにする。 

カ しぼりを調節して，観察したいものが最もはっきり見えるようにする。 

問２ Ａに見られた緑色のつぶを何というか，名称を書きなさい。また，ＢとＤに見られた染色液によく染まっ

た部分を何というか，名称を書きなさい。 

問３ オオカナダモで境界の線がはっきりしているのはなぜか。その理由を，植物と動物における細胞のつくり

のちがいから，「植物の細胞には」に続けて，簡単に書きなさい。 
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〈観察２〉 

植物の細胞分裂のようすを調べるため，塩酸処理をしたタマネギ

の根の先端に近い部分の細胞を観察した。図のア～カは，観察で見

つけた，細胞分裂している途中の各段階の細胞を模式的に表したも

のである。 

問４ 図のア～カを，細胞が分裂していく順に並べ，記号で答えなさ

い。なお，アを最初，カを最後にしなさい。 

図 

 ア イ ウ 

 

   

 エ オ カ 

 

   

問５ 図の細胞分裂において，アとカで染色体の数はどうなるか。アの１個の細胞における染色体の数をＸとし

て，カの１個の細胞における染色体の数をＸを用いて書きなさい。 

 

問１ ア → → → → → カ 

問２ 
緑色のつぶ  

染色液によく染まった部分  

問３ 
植物の細胞には 

問４ ア → → → → → カ 

問５  

 

問１ ア → オ → イ → エ → ウ → カ 

問２ 
緑色のつぶ 葉緑体 

染色液によく染まった部分 核 

問３ 
植物の細胞には 

 細胞壁があるから 

問４ ア → ウ → オ → イ → エ → カ 

問５ Ｘ 

 

問１ 初めは最も倍率の低い対物レンズを用い，視野全体が明るくなるように調節する。ピントを合わせるときは，

対物レンズをプレパラートから遠ざけながら行う。このようにするのは，対物レンズがプレパラートにぶつか

らないようにするためである。 

問２ 葉緑体は光合成が行われる部分で，植物の細胞だけに見られるつくりである。染色液を用いると，核が染色

されて観察しやすくなる。 

問３ 葉緑体のほか，細胞壁や液胞があるのも植物の細胞の特徴である。細胞壁は細胞膜の外側にあり，植物のか

らだを支えるはたらきがある。 

問４ 細胞分裂が始まると，核に染色体が現れ(ウ)，細胞の中央に並ぶ(オ)。続いて，対になった染色体が分かれ

てそれぞれ集まり(イ)，しきりのようなものができて２つの核が形成され(エ)，２個の新しい細胞ができる

（カ）。 

問５ 体細胞分裂では，分裂前の細胞の染色体の数と新しくできた細胞の染色体の数は同じである。 

 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

34 

【過去問 14】 

エンドウの種子には，丸い種子としわの種子がある。代を重ねても丸い種子だけをつくる個体Ｘと，代を重ね

てもしわの種子だけをつくる個体Ｙを用いて，次のような実験を行った。これらをもとに，以下の各問に答えなさ

い。 

（石川県 2014 年度） 

［実験Ⅰ］ 図のように，個体Ｘのめしべに個体Ｙ

の花粉をつけたところ，丸い種子だけができ

た。 

［実験Ⅱ］ 実験Ⅰでできた種子をまいて育てた

個体を自家受粉したところ，丸い種子としわ

の種子ができた。 

問１ エンドウの丸い種子やしわの種子のように，

生物がもつ形や性質の特徴を何というか，書き

なさい。 

 

問２ 実験１とは逆に，個体Ｙのめしべに個体Ｘの花粉をつけると，どのような結果になるか，次のア～エから

適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 丸い種子だけができる。 

イ しわの種子だけができる。 

ウ 丸い種子としわの種子の両方できるが，丸い種子のほうが多い。 

エ 丸い種子としわの種子の両方できるが，しわの種子のほうが多い。 

問３ 実験Ⅱについて，次の(1)～(3)に答えなさい。なお，エンドウの種子を丸くする遺伝子の記号をＡ，しわ

にする遺伝子の記号をａとする。 

(1) しわの種子ができた理由を，「実験Ⅰでできた丸い種子の遺伝子の組み合わせは」という書き出しに続け

て，「生殖細胞」という語句を用いて書きなさい。 

(2) 実験Ⅱで，丸い種子としわの種子があわせて 3000個できたとすると，種子の形について個体Ｘと同じ遺

伝子の組み合わせをもつ種子はそのうち何個あるか，次のア～オから最も適切なものを１つ選び，その符号

を書きなさい。 

ア 750個 イ 1000個 ウ 1500個 エ 2000個 オ 2250個 

(3) 実験Ⅱでできたある２つの種子を育て，一方の個体のめしべに，もう一方の個体の花粉をつけたところ，

丸い種子としわの種子がほぼ同数できた。このとき用いた２つの種子の遺伝子の組み合わせを，遺伝子の記

号Ａ，ａを使ってそれぞれ書きなさい。 
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問４ エンドウは，自然状態では自家受粉によって子孫をつくる。実験Ⅱでできた世代のエンドウが，自家受粉

を繰り返しながら代を重ねていくと，丸い種子としわの種子の割合はどうなっていくか，次のア～エから最

も適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。ただし，どの個体もすべて同じ数の子孫をつくるものと

する。 

ア 丸い種子の割合が増え，ほとんどが丸い種子になっていく。 

イ しわの種子の割合が増え，ほとんどがしわの種子になっていく。 

ウ 丸い種子としわの種子の割合は，実験Ⅱでできたときとほとんど変わらない。 

エ 丸い種子としわの種子の割合は，しだいに同じになっていく。 

 

問１   

問２   

問３ 

(1) 

実験Ⅰでできた丸い種子の遺伝子の組み合わせは 

 

(2)  

(3) と 

問４   

 

問１ 形質 

問２ ア 

問３ 

(1) 

実験Ⅰでできた丸い種子の遺伝子の組み合わせは 

Ａａであるから，ａをもつ生殖細胞ができ，このａをもつものどうし

が受精したから。 

(2) ア 

(3) Ａａ  と  ａａ 

問４ エ 

 

問１ 生物の形や性質の特徴を形質という。 

問２ めしべの個体と花粉の個体を逆にしても，できる種子の遺伝子は変わらないので，すべて丸い種子になる。 

問３ ⑴ 実験Ⅰでできた丸い種子の遺伝子の組み合わせはＡａ，しわの種子の場合はａａである。 

 ⑵ 実験Ⅰでできた種子からできた生殖細胞はＡとａが１：１の割合になる。よって，実験Ⅱでできた種子の

遺伝子の組み合わせはＡＡ，Ａａ，ａａで，その割合は１：２：１となる。個体Ｘの遺伝子の組み合わせは

ＡＡで，全体の４分の１が個体Ｘと同じだから，3000[個]÷4＝750[個] 

 ⑶ しわの種子ができるには，用いた２つの種子の両方が遺伝子の組み合わせの中にａを少なくとも１つはも

たなければならない。２つの種子が両方ともＡａの場合，丸い種子としわの種子が３：１の割合になるので

正しくない。Ａａとａａの場合は，丸い種子としわの種子が１：１の割合で生じる。 

問４ 実験Ⅱでできた種子は，ＡＡ，Ａａ，ａａの割合が１：２：１である。それらの種子から育ったエンドウが自

家受粉をおこなうと，ＡＡからはＡＡだけ，ａａからはａａだけ，Ａａの場合だけＡＡ，Ａａ，ａａが１：２：

１の割合でできる。よって，できた種子のＡＡ，Ａａ，ａａの割合は３：２：３になる。自家受粉を繰り返す

と丸い種子であるＡａが全体に占める割合がどんどん減っていくので，結果として丸い種子としわの種子の割

合はしだいに同じになっていく。 
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【過去問 15】 

次の表は，ある中学校の理科クラブのメンバーが，生物の成長や生殖に関する小学校と中学校での学習内容の

一部を整理したものである。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2014 年度） 

小学校での学習内容 

① 〔５年〕ヘチマなどの植物の花粉がめしべの先につくと，めしべのもとが実になっていく。その

実の中には種子ができる。 

② 〔５年〕メダカのように，雌がうんだ卵が雄の精子と結びつくことを受精という。受精すると，

受精卵は成長を始める。 

 

中学校での学習内容 

③ 〔１年〕被子植物も裸子植物も，花を咲かせて種子をつくり，子孫を残す。 

④ 〔２年〕ホニュウ類の子は，母体内で，ある程度成長してからうまれる。 

⑤ 〔３年〕被子植物のヘチマでは，花粉が柱頭につくと，花粉管がのびる。その中の精細胞は胚珠

の中の卵細胞と１つになる。 

⑥ 〔３年〕カエルでは，雌の卵と雄の精子とが，水中で受精して受精卵ができる。 

⑦ 〔３年〕被子植物のジャガイモのいもを土に植えると，新しい個体として芽や根を出す。 

問１ 表の③の裸子植物の中で，マツを説明した次の文の（ ａ ）～（ ｃ ）に当てはまる適当な語句を書

け。 

マツには，小さなうろこのような（ ａ ）が重なってできた雄花と雌花がある。胚珠は（ ｂ ）

に包まれていないため，花粉は胚珠に直接ついて受粉する。（ ｂ ）がないので（ ｃ ）ができず，

種子はむき出しの状態でできる。 

問２ 生物の成長や生殖について正しく説明したものはどれか。次のア～エから１つ選んで，その記号を書け。 

ア 被子植物が根をのばすためには，細胞分裂により細胞数を増やすことだけが必要である。 

イ 被子植物は花を咲かせて種子をつくったあと，種子の中で減数分裂が始まる。 

ウ ホニュウ類の母体内で成長するときの細胞分裂は，メダカの受精してからの成長と同じ体細胞分裂であ

る。 

エ ホニュウ類の母体内で成長している子どもの形質は，母親の形質とまったく同じである。 

問３ 表の②の受精卵が成長し，自分で食物をとることのできる個体となる前までのものや，⑤の１つになった

細胞が胚珠の中で細胞分裂をくり返してできるものは何か。その名称を書け。 

問４ 表の④のような子のうまれ方を何というか。その名称を書け。 
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問５ 理科クラブのメンバーは，整理した内容をふまえて，次の  のようにまとめた.しかし，このまと

めは正しいとはいえない。その理由を示した文はどれか。適当なものを次のア～オから２つ選んで，その記

号を書け。 

Ａ…メダカ，被子植物（ヘチマやジャガイモなど），裸子植物，ホニュウ類，カエルは，どれも生物で

ある。 

Ｂ…メダカ，被子植物，裸子植物，ホニュウ類，カエルは，卵と精子，または卵細胞と精細胞が合体し

て新しい個体になる。 

ＡとＢから，すべての生物の生殖方法は，卵と精子，または卵細胞と精細胞が合体することである。 

ア 親の染色体をそのまま受けつぐ生殖方法についてふれていないから。 

イ メダカとホニュウ類では受精方法が異なるが，同じ扱いをしているから。 

ウ 卵と精子，または卵細胞と精細胞が合体することと，生殖とは無関係だから。 

エ メダカ，被子植物，裸子植物，ホニュウ類，カエルで，すべての生物と表現しているから。 

オ 動物と植物では生殖方法が異なるが，同じ扱いをしているから。 

 

問１ 

ａ   

ｂ   

ｃ   

問２  

問３  

問４  

問５   

 

問１ 

ａ りん片 

ｂ 子房 

ｃ 果実 

問２ ウ 

問３ 胚 

問４ 胎生 

問５ ア エ 

 

問１ マツのような裸子植物は，子房がないため胚珠がむき出しで，種子はできるが，果実はできない。 

問２ ホニュウ類の母体内の成長も，メダカの受精してからの成長も，体細胞分裂である。 

問３ 受精卵は，細胞分裂をくり返して，胚になる。 

問４ 母体内で，子としてのからだができてからうまれる生まれ方を，胎生という。 

問５ ＡとＢは，「すべての生物」ではない。 
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【過去問 16】 

エンドウを使った遺伝に関する次の実験を行った。問１～問５に答えなさい。 

（山梨県 2014 年度） 

〔実験１〕 図１のような丸い種子をつくる純系の種子と，しわの種子をつ

くる純系の種子から，それぞれ育てたエンドウを交配させた。この

ときできた種子はすべて丸であった。 

〔実験２〕 〔実験１〕でできた種子から育てたエンドウどうしを交配させ

た。このときできた種子は丸としわであった。 

図１ 

 

〔実験３〕 しわの種子をつくる純系の種子と，〔実験１〕でできた種子から，それぞれ育てたエンドウを交配

させた。このときできた種子は丸としわであった。 

問１ 図２は，エンドウの花のつくりを模式的に表したものである。次の 

 は，エンドウの花のつくりと植物の分類について述べた文章

である。 ①  ， ②  に当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。 

種子植物の中で，図２のエンドウの花のように胚珠が子房に包

まれている植物のなかまを  ①  植物という。 ①  植物のう

ち，子葉が２枚のものを双
そう

子
し

葉
よう

類といい，双子葉類の中で，花弁が

１枚ずつに分かれているものを， ②  花類という。 

図２ 

 

問２ 〔実験１〕でできた種子の遺伝子の組み合わせはどのように表されるか，書きなさい。ただし，丸い形質

を伝える遺伝子をＡ，しわの形質を伝える遺伝子をａで表すものとする。 

問３ 〔実験２〕で，種子が 6000個できた場合，丸い種子はおよそ何個できたと考えられるか。次のア～オか

ら最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 1500個 イ 2000個 ウ 3000個 エ 4000個 オ 4500個 

問４ 〔実験３〕でできた丸い種子としわの種子の数の比を，簡単な整数の比で表すとどのようになるか。次の

ア～オから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア １：３ イ １：２ ウ １：１ エ ２：１ オ ３：１ 

問５ 〔実験１〕，〔実験３〕では，エンドウの花がつぼみの時期に，おしべをとり除いた。その理由を簡単に書

きなさい。 
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問１ 
①  

②  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ 
① 被子 

② 離弁 

問２ Ａａ 

問３ オ 

問４ ウ 

問５ 
例 

自家受粉を行わせないようにするため。 

 

問１ 種子植物は，胚珠が子房に包まれている被子植物と，子房がなく胚珠がむき出しの裸子植物に分けられる。被

子植物は，双子葉類と単子葉類に分けられ，双子葉類は離弁花類と合弁花類に分けられる。 

問２ 丸い種子をつくる純系の種子がもつ遺伝子の組み合わせはＡＡ，しわの種子をつくる純系の種子がもつ遺伝

子の組み合わせはａａと表される。これらを交配させてできる種子の遺伝子は，両親の遺伝子を半分ずつ受け

ついでいるので，Ａａである。 

問３ 遺伝子の組み合わせがＡａである種子からなるエンドウどうしを交配させると，できる種子の遺伝子の組み

合わせは，ＡＡ，Ａａ，ａａが１：２：１の割合で現れる。このうち，ＡＡとＡａが丸い種 

 子をつくるので，全体の
３

 ４ 
 である。6000〔個〕×

３

 ４ 
 ＝4500〔個〕 

問４ 遺伝子の組み合わせがＡａの種子とａａの種子を交配させると，できる種子の遺伝子の組み合わせは，Ａａ

とａａが１：１の割合で現れる。このうち，Ａａが丸い種子，ａａがしわの種子になる。 

問５ エンドウの花は，５枚の花弁のうち内側の２枚がおしべとめしべを包みこむようについていて，自家受粉し

やすいつくりになっている。おしべをとり除いたのは，自家受粉を防ぐためである。 
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【過去問 17】 

各問いに答えなさい。 

（長野県 2014 年度） 

問１ 音の性質について考えた。 

① 音について適切でないものを次のア～オから２つ選び，記号を書きなさい。 

ア 音が出ているたいこは，振動している。 

イ 水中にいる人は，水中スピーカーから出る音を聞くことができる。 

ウ 簡易真空容器の中で鳴るブザーの音は，容器の空気をぬいていくと大きくなる。 

エ 同じ高さの音が出ているおんさの振動数は，同じである。 

オ 同じ弦では，弦の振幅が大きいほど小さい音が出る。 

② 雷の光が見えてから音が聞こえるまでの時間〔ｓ〕に 340をかけると，雷までの大まかな距離〔ｍ〕がわ

かるのはなぜか，最も適切なものを次のア～オから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 光の速さは，音の伝わる速さ約 340ｍ/ｓよりはるかに速いため。 

イ 光の速さは，音の伝わる速さ約 340ｍ/ｓよりはるかに遅いため。 

ウ 光の速さと音の伝わる速さは，ともに約 340ｍ/ｓであるため。 

エ 音の伝わる速さは，光の速さ約 340ｍ/ｓよりはるかに速いため。 

オ 音の伝わる速さは，光の速さ約 340ｍ/ｓよりはるかに遅いため。 

問２ 表は，硝酸カリウムの溶解度を示したものである。 

① 硝酸カリウムを 80℃の水 50ｇにとかして，飽和水溶液を

つくった。この飽和水溶液を 20℃まで冷やすと，何ｇの結晶

が出てくるか，表から求めなさい。ただし，答えは小数第１

位まで表しなさい。 

表 
 

水の温度〔℃〕 硝酸カリウム〔ｇ〕 

20 31.6 

40 63.9 

60 109.2 

80 168.8 

② 40℃の硝酸カリウムの飽和水溶液をつくった。 

 この水溶液の質量パーセント濃度は， ×100〔％〕で求められる。 

  ，  に当てはまる適切な値を次のア～オから１つずつ選び，記号を書きなさい。 

ア 50 イ 63.9 ウ 100 エ 113.9 オ 163.9 
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問３ 次の文は，気象庁の緊急地震速報についてまとめたものである。図１は，ある地震について２つの地点で

観測した地震計の記録に，２種類の地震の波が到着する時刻を書き加えたものである。 

緊急地震速報は，２種類の地震の波のうち，速く伝わる  を震源に近いところにある地震計でとら

えて分析し，あとからくる  の到着時刻や震度を予測して，すばやく知らせる地震の予報・警報であ

る。 

①  には当てはまる地震のゆれを伝える波

の名称を，  には当てはまる地震のゆれの名

称を，それぞれ書きなさい。 

② 図１で，  の伝わる速さは何 km/ｓか，求

めなさい。ただし，答えは整数で表しなさい。 

図１ 

 

問４ 図２のように，タマネギの根の１本に色をぬり，水につけ

た。24 時間後に観察すると，色をぬった部分は図３のように

成長して，色のうすい部分Ａができていた。根の先端の色のこ

い部分をＢとし，ＡにＢと同じ長さの間隔で下から印をつけ，

再び根を水につけた。 

① 根が成長するときの細胞の数と細胞の大きさの変化につい

て，最も適切なものを次のア～エから１つ選び，記号を書きな

さい。 

図２ 図３ 
  

ア 数はふえるが，大きさは変わらない。 イ 数も大きさも変わらない。 

ウ 数は変わらず，大きさは大きくなる。 エ 数はふえ，大きさも大きくなる。 

② Ａに印をつけてからさらに 24時間後の根のようすとして，最も適切なものを次のア～オから１つ選び，

記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  オ  
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問１ 
①   

②  

問２ 
①   ｇ 

② あ  い  

問３ 
① う  え  

②   km/s 

問４ 
①  

②  

 

問１ 
① ウ，オ 

② ア 

問２ 
① 68.6 ｇ 

② あ イ い オ 

問３ 
① う Ｐ波 え 主要動 

② ３ km/s 

問４ 
① エ 

② イ 

 

問１ ① 音を伝える空気をぬいていくと音は小さくなる。弦の振幅が大きいほど大きい音が出る。 

問２ ① 表の溶解度は水 100g に対して飽和したときの硝酸カリウムの質量である。使用したのは水 50g なので，

結晶の質量は 84.4[ｇ]－15.8[ｇ]＝68.6[ｇ] 

 ② 質量パーセント濃度は，
 溶質の質量[ｇ] 

 溶液の質量[ｇ] 
×100 で求められる。 

問３ ② 図１より２つの地点の震源からの距離の差は 45㎞で，主要動が到達する時刻の差は 15秒だから，速さは

45[㎞]÷15[秒]＝３[㎞/s] 

問４ ② 根は先端近くの部分がよくのび，それ以外の部分はあまりのびない。 
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【過去問 18】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（愛知県 2014 年度 B） 

問１ 生物は細胞の中に遺伝子をもっている。遺伝子の本体，遺伝子の受けつぎ方，子に現れる形質について説

明した文章として最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア 遺伝子の本体は，ＤＮＡに含まれる染色体である。有性生殖では，一方の親の遺伝子をそのまま受けつぐ

ので，子には親と同じ形質が現れる。 

イ 遺伝子の本体は，ＤＮＡに含まれる染色体である。有性生殖では，両親から半数ずつ遺伝子を受けつぐの

で，子には両親のどちらとも異なる形質が現れることがある。 

ウ 遺伝子の本体は，染色体に含まれるＤＮＡである。有性生殖では，一方の親の遺伝子をそのまま受けつぐ

ので，子には親と同じ形質が現れる。 

エ 遺伝子の本体は，染色体に含まれるＤＮＡである。有性生殖では，両親から半数ずつ遺伝子を受けつぐの

で，子には両親のどちらとも異なる形質が現れることがある。 

問２ 次の図は，天気，風向，風力を，天気図記号を用いて表したものである。この記号が表す天気，風向の組

み合わせとして最も適当なものを，下のアからシまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

 なお，図の  は，方位を示すものであり，天気図記号の一部ではない。 

図 

 

ア 快晴， 北北西 イ 快晴， 西北西 ウ 快晴， 南南東 

エ 快晴， 東南東 オ 晴れ， 北北西 カ 晴れ， 西北西 

キ 晴れ， 南南東 ク 晴れ， 東南東 ケ くもり， 北北西 

コ くもり， 西北西 サ くもり， 南南東 シ くもり， 東南東 

 

問１  

問２  

 

問１ エ 

問２ サ 

 

問１ 遺伝子は染色体の中にあり，その本体はＤＮＡ(デオキシリボ核酸)という物質である。有性生殖では，両親

からそれぞれ半分ずつの遺伝子を受けつぐ。 

問２ ◎はくもりを表す天気図記号である。風向は，風がふいてくる方向から飛んでくる矢の形で表されている。 
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【過去問 19】 

次の文を読んで，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2014 年度） 

やすこさんは，遺
い

伝
でん

について，資料集やインターネットで調べたことをノートにまとめた。 

【やすこさんのノートの一部】 

 ① メンデルの実験について 図１ 
 

  
 実験Ⅰ  図１のように，自

じ

家
か

受
じゅ

粉
ふん

によって

親，子，孫と代を重ねても丸い種子をつく

るエンドウＰと，自家受粉によって親，

子，孫と代を重ねてもしわのある種子を

つくるエンドウＱをかけ合わせると，子

の代ですべて丸い種子ができた。  

 

  
 実験Ⅱ  図２のように，実験１でできた子

の代の丸い種子をまいて育て，自家受粉

させると，孫の代では，丸い種子が 5457

個，しわのある種子が 1850個できた。 

図２ 

 

 

 
② 遺

い

伝
でん

子
し

に関する研究について 
 

  ・遺伝子の本体が明らかになった。 

・遺伝子や遺伝子の本体に関する研究が

進められている。 

（研究の例） 

クローン技術の研究，ｉＰＳ細胞の研究 

遺伝子組
くみ

換
か

えの研究など 

 

   

   

問１ ①について，次の(a)～(c)の各問いに答えなさい。 

(a) エンドウＰやエンドウＱのように，自家受粉によって親，子，孫と代を重ねてもその形質がすべて親と同

じである場合，これらを何というか，その名称を書きなさい。 

(b)  実験Ⅰ で，子の代の種子がすべて丸くなるのはなぜか，その理由を「形質」という言葉を使って簡単

に書きなさい。 

(c)  実験Ⅱ で孫の代にできた丸い種子がもつ遺伝子の組み合わせはどのようになるか，エンドウの丸い種

子をつくる遺伝子をＡ，しわのある種子をつくる遺伝子をａとし，その組み合わせをすべて書きなさい。 

問２ ②について，次の(a)～(c)の各問いに答えなさい。 

(a) 遺伝子の本体となる物質は何という物質か，その名称を書きなさい。 
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(b) 植物の球
きゅう

根
こん

栽
さい

培
ばい

やさし木のような無
む

性
せい

生
せい

殖
しょく

によってできた個体の形質が，もとの個体と同じになるの

はなぜか，その理由を「遺伝子」という言葉を使って簡単に書きなさい。 

(c) 遺伝子に関する説明として，誤っているものはどれか，次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 核
かく

の中の染色体には，遺伝子がふくまれている。 

イ 遺伝子はまれに変化し，子孫の形質が変化することがある。 

ウ 有性生殖においては，一方の親の遺伝子だけが子に受けつがれる。 

エ 医学や農業の分野で，遺伝子に関する科学技術が利用されている。 

 

問１ 

⒜   

⒝  

⒞   

問２ 

⒜   

⒝  

⒞   

 

問１ 

⒜ 純系 

⒝ 丸が優性の形質だから。 

⒞ ＡＡ，Ａａ 

問２ 

⒜ ＤＮＡ 

⒝ もとの個体の遺伝子をそのまま受けつぐから。 

⒞ ウ 

 

問１ ⒜ 親，子，孫と代を重ねても，同じ形質だけが現れるとき，それらの個体を純系という。 

 ⒝ 子の代の種子は，エンドウＰから丸い種子をつくる遺伝子を受けつぎ，エンドウＱからはしわのある種子

をつくる遺伝子を受けついでいる。このように対立する形質をつくる遺伝子を受けついでいるとき，子の代

の種子に現れるのは一方の形質のみである。このとき，子に現れたほうの形質を優性の形質，子に現れなか

ったほうの形質を劣性の形質という。この実験の場合，種子が丸いことが優性の形質であると考えられる。 

 ⒞ 子の代の種子がもつ遺伝子は，Ａａと表すことができる。この種子を育てて得られる生殖細胞の遺伝子は，

Ａまたはａだから，これらからできる組み合わせは，ＡＡ，Ａａ，ａａの３通りである。このうち，丸い種

子になるのは，遺伝子Ａを受けついでいるＡＡとＡａである。 

問２ ⒜ 遺伝子の本体はＤＮＡ(デオキシリボ核酸)という物質である。 

 ⒝ 無性生殖では，親のからだの一部から新しい個体がつくられるため，子は親がもつ遺伝子をすべて受けつ

ぎ，親とまったく同じ形質になる。 

 ⒞ 有性生殖では，両方の親から半分ずつの遺伝子を受けつぐ。 
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【過去問 20】 

タマネギの根の細胞分裂のようすを調べるために，次の＜観察＞を行った。これについて，下の問１～問３に

答えよ。 

（京都府 2014 年度） 

＜観察＞ 根から①細胞分裂を観察するのに適した部分を切りとり，スライドガラスの上に置き，えつき針
ばり

で

細かくくずす。細かくくずした根に５％塩酸を１滴落とし，５分間待ち，塩酸をろ紙でじゅうぶん吸

いとったあと，②酢酸オルセイン溶液（または酢酸カーミン溶液）を１滴落とし，さらに５分間待つ。

その上にカバーガラスをかけ，さらにろ紙をかぶせ，根を指でゆっくりと押しつぶしてプレパラート

をつくる。プレパラートを顕微鏡で観察し，細胞の大きさと核のようすをスケッチする。 

問１ 右のⅠ図は，＜観察＞に使用したタマネギである。Ａは根のつけ根の部分，Ｂは

根の先端（根
こん

冠
かん

）より４cm上の部分，Ｃは根の先端（根冠）より１㎜上の部分であ

る。＜観察＞の中の下線部①はどこか，最も適当なものを，Ⅰ図のＡ～Ｃから１つ

選べ。また，下線部②は何のために使う溶液か，最も適当なものを，次の(ア)～(ウ)

から１つ選べ。 

(ア) 細胞と細胞の結合を切って，１つ１つをはなれやすくするため。 

(イ) 細胞どうしの重なりを少なくするため。 

(ウ) 核や染色体を染めるため。 

Ⅰ図 

 

問２ 右のⅡ図は，＜観察＞において，細胞の大きさと核のようすを観察し，

スケッチしたものである。スケッチの中のａ～ｆは，体細胞分裂の過程

における異なる段階の細胞のようすである。ａ～ｆについて，ａを最初，

ｆを最後として体細胞分裂が進む段階の順になるように並べ，ｂ～ｅの

記号で書け。 

Ⅱ図 

 

問３ 次の文章は，タマネギの根の成長と体細胞分裂のときの染色体の数について述べたものである。文章中

の  Ｐ ・ Ｑ  に入るものとして，最も適当なものを， Ｐ  は下のⅰ群(ア)・(イ)から， Ｑ  は

ⅱ群(カ)～(ク)からそれぞれ１つずつ選べ。 

タマネギの根は，体細胞分裂をすることで細胞の数がふえ， Ｐ  ことで成長していく。また，タマネ

ギの細胞の染色体の数は 16本である。体細胞分裂では， Ｑ  。 

ⅰ群 (ア) 分かれた１つ１つの細胞がそれぞれ大きくなる 

 (イ) 分かれた１つ１つの細胞は大きくならず，さらに分裂をくり返す 

ⅱ群 (カ) 染色体が２つに等しく分かれるので，分裂直後の１つ１つの細胞の染色体の数は８本になって

いる 

 (キ) 分裂の前に染色体が複製されて２倍になるが，分裂直後には１つ１つの細胞の染色体の数は，

16本となり，分裂の前の染色体の数と等しくなる 

 (ク) 分裂の前に染色体が複製されて２倍になるので，分裂直後は１つ１つの細胞の染色体の数は，

32本となり，分裂の前の染色体の数の２倍になる 
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問１   

問２ ａ→(     )→(     )→(     )→(     )→ｆ 

問３ ⅰ群  ⅱ群  

 

問１ Ｃ ウ 

問２ ａ→( ｅ )→( ｄ )→( ｂ )→( ｃ )→ｆ 

問３ ⅰ群 ア ⅱ群 キ 

 

問１ 細胞分裂が最も盛んに行われているのは，根の先端に近い部分（根冠の内側）である。酢酸オルセイン溶液

（または酢酸カーミン溶液）は核や染色体を観察しやすくするために用いる染色液である。 

問２ 細胞分裂が始まると，核に染色体が現れ(ｅ)，それぞれの染色体が裂けて対になる(ｄ)。対になった染色体

は両極に分かれてそれぞれ集まり(ｂ)，しきりのようなものができて２つの核が形成されていく(ｃ)。 

問３ 植物は細胞分裂によって細胞の数がふえることと，それぞれの細胞が大きくなることによって成長する。体

細胞分裂では，染色体の数は分裂前の細胞と同じになる。 
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【過去問 21】 

Ｔさんのグループは，植物の分類について学習したあとで，植物園に行き植物の葉と花を観察し，調べた。次

は，Ｔさんのグループが学習した内容，観察した内容，調べた内容をそれぞれまとめたものである。あとの問いに

答えなさい。 

（大阪府 2014 年度） 

【Ｔさんのグループが授業で学習した内容】 

表Ⅰ なかまＡ～なかまＥについての特徴 

 種子をつくるなかま 種子をつくらないなかま  

 胚
はい

珠
しゅ

が  (ⅰ) （ に包まれているなかま 
なかまＣ 

胚珠がむき出 

しになってい 

るなかま 

なかまＤ 

根・茎・葉の区別があ

り，道管や師管の集ま

った  (ⅱ) （ をもつな

かま 

なかまＥ 

根・茎・葉の区別がな

く，道管や師管の集ま

った  (ⅱ) （ をもたな

いなかま 

 

 なかまＡ 

子葉が１枚のなかま 

なかまＢ 

子葉が２枚のなかま 
 

  

 イネ トウモロコシ サクラ ツツジ マツ イチョウ イヌワラビ スギナ ゼニゴケ スギゴケ  

       

       

【Ｔさんの観察】 

クスノキが，図Ⅰのように，枝を周囲に広げて葉

を茂らせていた。葉を観察すると，葉脈は網目状の

網状脈であった。ところどころに図Ⅱのような白い

花が咲いていた。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

（（ （  

 
【Ｈさんの観察】 

タケは，図Ⅲのように，まっすぐに高く伸びて

いた。タケの葉は図Ⅳのように細長く，葉脈は，

平行に通る平行脈であった。どのタケにも花のよ

うなものは見つからなかった。高く伸びたタケの

そばでは，図Ⅴのようなたけのこがところどころ

地上に出ていた。 

図Ⅲ 図Ⅳ 図Ⅴ 

（（ （（  

  

   

【Ｎさんの観察】 

マツの葉は細

長く，葉脈がど

のような形かわ

からなかった。 

マツには図Ⅵ

のＰと図ⅦのＱ

の二種類の花が

咲いていた。 

図Ⅵ 図Ⅶ 

（  

 
【Ｗさんが調べた内容】 

クスノキはⓐ花を咲かせて果実をつけ種子を

つくることによってふえる。タケはふだん花を咲

かせて果実をつけることはあまりなく，ⓑ地下に

ある茎からたけのこを地⊥に出してふえる。Ｈさ

んが観察したタケは数十年に一度，花が咲き果実

をつける。 
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問１ Ｔさんのグループが授業で学習した内容の中の  (ⅰ)  と  (ⅱ)  に入れるのに適している語をそれぞれ書

きなさい。 

問２ Ｔさんの観察とＨさんの観察や，Ｗさんが調べた内容から，クスノキとタケをＴさんのグループが授業で

学習した内容の中の表Ⅰに当てはあると，それぞれどのなかまに分類できるか。表１中のＡ～Ｅから一つず

つ選び，記号を書きなさい。 

問３ Ｎさんは，マツの二種類の花について観察した後，さらに，マツにできるまつかさについて調べた。次の

文中の〔  〕から適切なものを一つずつ選び，記号を書きなさい。 

まつかさはマツの①〔ア 雌
め

花
ばな

  イ 雄
お

花
ばな

〕が成長したものである。まつかさに成長する花は，図Ⅵと

図Ⅶに示されたマツの二種類の花のうち，②〔ウ Ｐの花  エ Ｑの花〕である。 

問４ 次の文中の〔  〕から適切なものを一つずつ選び，記号を書きなさい。また，    に入れるのに適し

ている語を書きなさい。 

Ｗさんが調べた内容の中の下線部ⓐ，ⓑのうち，受精をともなわない生殖の方法は，①〔ア ⓐの生殖  

イ ⓑの生殖〕の方法であり，細胞分裂（体細胞分裂）のみによって行われ，②〔ウ 無性生殖  エ 有

性生殖〕と呼ばれる。一方，受精をともなう生殖においては，細胞１個あたりの染色体数が半分になる  ③  

と呼ばれる細胞分裂が起こる。 

問５ 受精をともなわない生殖でできた子は，親とまったく同じ形質を示す。その理由を「染色体」もしくは「遺

伝子」の，どちらか一つの語を用いて簡潔に書きなさい。 

 

問１ 
(ⅰ)  

(ⅱ)  

問２ 
クスノキ  

タケ  

問３ ①  ②  

問４ 
①  ②  

③  

問５  
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問１ 
(ⅰ) 子房 

(ⅱ) 維管束 

問２ 
クスノキ Ｂ 

タケ Ａ 

問３ ① ア ② ウ 

問４ 
① イ ② ウ 

③ 減数分裂 

問５ 子は親の染色体（遺伝子）をそのまま受けつぐから。 

 

問１ 種子植物は，胚珠が子房に包まれている被子植物と，胚珠がむき出しの裸子植物に分かれる。また，シダ植

物とコケ植物はいずれも胞子でふえるが，シダ植物に見られる維管束はコケ植物には見られない。 

問２ 被子植物は双子葉類と単子葉類に分けられるが，これらは葉脈の形，茎の維管束の配置，根の形などが大き

く異なっている。網状脈は子葉が２枚の双子葉類，平行脈は子葉が１枚の単子葉類に共通した葉脈の特徴であ

る。 

問３ マツの雌花は枝の先端に，マツの雄花は雌花の根元にかたまってついている。 

問４ 花がさくと種子ができるが，種子は受精の結果できるもので有性生殖が行われたことを意味している。タケ

の地下にある茎で見られるようなふえ方は受精をともなわないため，無性生殖である。そのために，親と子の

形質はまったく同じになる。 

問５ 無性生殖で生じた新しい個体は，もとは親の細胞から生じたもので，親と染色体は同一である。 

 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

51 

【過去問 22】 

ホウセンカのからだのつくりやはたらきについて調べるために，次の観察と実験を行った。下の問１，問２に

答えなさい。 

（和歌山県 2014 年度） 

観察 「花粉管がのびるようす」 

図１のように，スライドガラスに 10％の砂糖水を１滴たらし，そ

の上に筆を使って花粉を落とした。５～10 分後，花粉管がのびるよ

うすを顕微鏡で観察した。 

実験 「からだに出入りする水の量」 

(ⅰ) 図２のように，葉の枚数や大きさ，茎の長さや太さがほぼ同じホ

ウセンカを３本用意し，水の入った試験管に入れ，油を注いで水面

をおおった。ホウセンカを入れた試験管をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとし，

表１のような処理をした。 

表１ 

図１ 

 

図２ 

 

 Ａ どこにもワセリンをぬらない  

Ｂ 葉の表側にワセリンをぬる  

Ｃ 葉の裏側にワセリンをぬる  

(ⅱ) Ａ～Ｃの質量を電子てんびんで測定した。 

(ⅲ) 明るく風通しのよい場所に一定時間おいた後，再びＡ～Ｃの質量を測定し，水の減少量を求めた。 

問１ 観察について，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) 顕微鏡で花粉管がのびるようすを観察したとき，はじめ，10倍の接眼レンズと 10倍の対物レンズを使っ

てピントを合わせた。さらに詳しく観察するために，40倍の対物レンズにかえて，はっきり見えるように調

節した。対物レンズをかえた後の顕微鏡の倍率を書きなさい。また，対物レンズとプレパラートの距離は，

レンズをかえる前と比べてどうなるか，次のア～ウの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 近くなる イ かわらない ウ 遠くなる 

(2) 図３のめしべについて，スライドガラスにたらした砂糖水は，めしべのどの部分と同じような状態を再現

するために使われているか。その部分の名称を書きなさい。 
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(3) 次の文は，植物の生殖についてまとめたものである。下の①，②に答えなさい。 

図３のように，花粉は受粉すると，子房の

中の胚珠に向かって花粉管をのばす。花粉管

が胚珠の中の卵細胞に達すると，花粉管の中

を移動してきたⒶ精細胞の核とⒷ卵細胞の核

が合体する。２つの細胞が合体してできた受

精卵は，細胞分裂をくりかえして  Ｘ  にな

り，胚珠全体は  Ｙ  になる。 

① 下線Ⓐ，Ⓑのような生殖細胞をつくる特別な細

胞分裂を何というか，書きなさい。 

図３ 

 

②  Ｘ  ， Ｙ  にあてはまる適切な語を，それぞれ書きなさい。 

問２ 実験について，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) 植物のからだから水が水蒸気になって出ていく現象を何というか，書きなさい。 

(2) 実験の(ⅰ)で，下線の操作をしたのはなぜか，書きなさい。 

(3) 実験の(ⅲ)で，水の減少量は表２のようになり，葉と茎から水が水蒸気になって出ていることが確認でき

た。この実験では，葉の裏側から出た水の量は葉の表側から出た水の量の何倍になっていたか，書きなさい。

ただし，どのように考えて答えを求めたのか，その過程がわかるように書きなさい。 

表２ 

 Ａ Ｂ Ｃ 

水の減少量〔ｇ〕 5.0 3.8 1.4 
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問１ 

(1) 
倍率   倍 

距離  

(2)  

(3) 

①  

② 
Ｘ  

Ｙ  

問２ 

(1)  

(2)  

(3) 

(答えを求める過程) 

（(答え)      倍 

 

 

問１ 

(1) 
倍率 400 倍 

距離 ア 

(2) 柱頭 

(3) 

① 減数分裂 

② 
Ｘ 胚 

Ｙ 種子 

問２ 

(1) 蒸散 

(2) 水が蒸発するのを防ぐため。 

(3) 

(答えを求める過程) 

葉の裏側から出た水の量は5.0－1.4＝3.6(ｇ)となる。 

葉の表側から出た水の量は5.0－3.8＝1.2(ｇ)となる。 

よって，3.6÷1.2＝３(倍)となる。 

（(答え)  ３  倍 

 

問１ ⑴ 10×40＝400[倍] 

 ⑵ めしべの先端(柱頭)はねばりけがあり，ここには糖分がふくまれている。 
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 ⑶ 生殖細胞は，染色体が半減する減数分裂によりつくられる。この生殖細胞が受精してできた受精卵が細胞

分裂を繰り返し，胚となる。 

問２ ⑴ 植物は，蒸散することで新しい水分を根から吸い上げる。 

 ⑵ 蒸散量を調べる実験なので，水面からの水の蒸発を防ぐ必要がある。 

 ⑶ Ａは葉の表＋裏＋茎からの蒸散量，Ｂは葉の裏＋茎からの蒸散量，Ｃは葉の表側＋茎からの蒸散量である。

葉の表からの蒸散量は，Ａ－Ｂ＝5.0－3.8＝1.2[ｇ] 葉の裏からの蒸散量は，Ａ－Ｃ＝5.0－1.4＝3.6[ｇ] 

よって，3.6÷1.2＝３[倍] 
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【過去問 23】 

としおさんは，水田で見たカエルの卵がオタマジャクシになるまでのようすを図鑑で調べ，図のようにまとめ

た。あとの各問いに答えなさい。なお，①～⑤の部分は，発生の順序をかえて示してある。 

（鳥取県 2014 年度） 

図 
 

問１ カエルは両生類のなかまである。次のア～オから両生類をすべて選び，記号で答えなさい。 

ア トンボ イ イモリ ウ ヤモリ エ トカゲ オ サンショウウオ 

問２ 図の①～⑤を，受精卵が変化していく順に並べかえなさい。 

問３ 精子や卵のような子孫を残すための特別な細胞を何というか，答えなさい。 

問４ 図の細胞Ⓐの核の中に含まれる染色体の数をＸ本とするとき，細胞Ⓑの核の中に含まれる染色体の数は

何本か，Ｘを用いて答えなさい。 

問５ カエルのある形質について，優性の形質をあらわす遺伝子をＡ，劣性の形質をあらわす遺伝子をａとする。

Ａａの遺伝子をもつ両親から 800匹の子が生まれた場合，Ａａの遺伝子をもつ子は何匹生まれると考えられ

るか，答えなさい。なお，このカエルの形質は，メンデルが注目したエンドウの形質と同じように遺伝する

ものとする。 

 

問１  

問２ →    →    →    → 

問３  

問４   本 

問５   匹 
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問１ イ，オ 

問２ ④ → ⑤ → ② → ③ → ① 

問３ 生殖細胞 

問４ ２Ｘ 本 

問５ 400 匹 

 

問１ ヤモリとトカゲは，は虫類である。 

問２ 細胞分裂をするたびに，細胞数が増えていく。 

問３ 有性生殖では，雌と雄のつくる生殖細胞が受精することで新しい固体をふやす。 

問４ 体細胞には生殖細胞の二倍の染色体が含まれる。 

問５ ＡａとＡａのかけ合わせにより，子の遺伝子の組み合わせはＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１となる。 

Ａａは800×
１

 ２ 
＝400 
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【過去問 24】 

次は，中学生の花子さんが，植物と動物で共通することについてまとめたものの一部である。問１～問３に答

えなさい。 

（岡山県 2014 年度） 

〈植物と動物に共通すること〉 

１ からだが細胞でできている 

 

２ 細胞が物質やエネルギーのやりとりをする 

       

３ 生殖をする 

問１  (a)  ， (b)  には当てはまる適当な語を， (c)  には当てはまる物質名を書きなさい。 

問２ 被子植物の有性生殖について説明した文として最も適当なのは，(1)～(4)のうちではどれですか。一つ答

えなさい。 

(1) めしべの柱頭に花粉がつくことを受精という。 

(2) 精子が花粉管の中を通って胚
はい

珠
しゅ

まで移動する。 

(3) 受精によってできる細胞を受精卵という。 

(4) 親とまったく同じ形質が子に現れる。 
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問３ 花子さんは，植物のダイコンにも，ヒトのだ液と同じようにデンプンを分解するはたらきがあることを知

り，ダイコンのしぼり汁を使った実験を考えた。次は，［花子さんの考え］と［実験方法］を示している。

(ｱ)，(ｲ)に答えなさい。 

［花子さんの考え］ 

ダイコンのしぼり汁には，デンプンを分解する物質が含ま

れている。 

［実験方法］ 

試験管Ａ～Ｃを準備し，それぞれの試験管に図のように液体

を混ぜ合わせる。しばらくして，それぞれにヨウ素溶液を加

え，色の変化を観察する。 

図 

 

(ｱ) ヒトのだ液に含まれ，デンプンを分解する消化酵素を何といいますか。 

(ｲ) ［花子さんの考え］が正しいことを確かめるためには，試験管Ａ～Ｃのうち，どの２つの試験管の結果を

比較すればよいか答えなさい。また，選んだ２つの試験管にヨウ素溶液を加えたとき，ヨウ素溶液の色はど

のように変化すると考えられるかそれぞれ書きなさい。 

 

問１ 

(a)  

(b)  

(c)  

問２   

問３ 

(ｱ)  

(ｲ) 
試験管：  色：  

試験管：  色：  

 

問１ 

(a) 葉緑体 

(b) 核 

(c) 水 

問２ ３ 

問３ 

(ｱ) アミラーゼ 

(ｲ) 
試験管： Ａ 色： 変化しない 

試験管： Ｃ 色： 青紫色になる 

 

問１ 植物の細胞の中で光合成を行うのは葉緑体である。光合成では光，二酸化炭素，水から有機物と酸素が作ら

れる。呼吸では有機物と酸素からエネルギー，二酸化炭素，水が作られる。 

問２ めしべの柱頭に花粉がつくことを受粉という。花粉管の中を通って胚珠まで移動するのは精細胞である。親

とまったく同じ形質の子が現れるのは無性生殖である。 

問３ (ｱ) だ液に含まれ，デンプンを分解する消化酵素をアミラーゼという。 

 (ｲ) ダイコンのしぼり汁がデンプンを分解することを確かめるためには，デンプン溶液にダイコンのしぼり

汁が入った試験管と，入っていない試験管を比較すればよい。 
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【過去問 25】 

Ｙさんは，遺伝の規則性について調べるために，次のようにエンドウを栽培し，観察，実験を行った。下の問

１～問４に答えなさい。 

（山口県 2014 年度） 

［観察］ 

エンドウを栽培し，種子の形について観察を行った。このときの栽培と観察の記録を表１にまとめ，図１

に模式的に示した。 

表１ 図１ 

 年月 栽培と観察の記録 

 

 2012年

11月 

丸い種子をつくる純系のエンドウの種子(親)と，しわのある種子を

つくる純系のエンドウの種子(親)をまいた。 

 2013年

４月 

丸い種子をつくるエンドウにできた花粉を，しわのある種子をつく

るエンドウにできた(ｱ)めしべにつけて受粉させた。 

 
６月 

しわのある種子をつくるエンドウにできた種子(子)を収穫した。収

穫した種子はすべて丸いものであった。 

 ８月 ６月に収穫した種子をまいた。 

 
10月 

８月にまいた種子を育てたエンドウが(ｲ)自家受粉してできた種子

(孫)を収穫した。 

収穫した種子は，丸いものだけでなく，しわのあるものもあった。 

Ｙさんは，図１の子に現れなかったしわのある種子が孫にふたたび現

れたことから，子は親から種子を丸くする遺伝子としわにする遺伝子を

受けついでいることに気づき，孫には丸い種子としわのある種子の両方

が生じることを次の実験で確かめた。 

［実験］ 

① 種子を丸くする遺伝子を表す記号Ａを書いた球と，しわにする遺伝子を表す

記号ａを書いた球を，それぞれ１個ずつ布の袋に入れ，子の遺伝子の組み合わ

せとした。図２のように，この袋を２つ用意した。 

② 袋の中の球をよくかき混ぜ，２つの袋から球を１個ずつ取り出し，取り出し

た球２個を組み合わせて対をつくった。 

図２ 

 

③ 取り出した２個の球に書いてある記号の組み合わせを，孫の遺伝子の組み合わせとして記録し，球を

それぞれ元の袋にもどした。 

④ ②，③を 100回繰り返した。 

⑤ 記録から，孫の遺伝子の組み合わせＡＡ，Ａａ，ａａが現れた回数のおよその比を求めたところ，Ａ

Ａ：Ａａ：ａａ＝１：２：１となった。 

問１ 表１の下線(ｱ)について，めしべの根もとに子房がみられた。種子植物のうち，エンドウのように胚珠が

子房に包まれている植物のなかまを何というか。書きなさい。 

問２ 表１の下線(ｲ)について，エンドウは自然状態では自家受粉をする。自家受粉とはどのように受粉するこ

とか。書きなさい。 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

60 

問３ ［実験］の②の下線部の操作は，メンデルが発見した遺伝の規則性のうち，「減数分裂のときに，対にな

っている遺伝子が分かれて別々の生殖細胞に入る」ことを示している。この法則を何というか。書きなさい。 

問４ ［実験］の⑤の下線部について，すべての孫のうち，図１の親にあたる丸い種子と同じ遺伝子の組み合わ

せであるものの割合はいくらか。次の１～５から１つ選び，記号で答えなさい。 

１ 
１

 ４ 
 ２ 

１

 ３ 
 ３ 

１

 ２ 
 ４ 

２

 ３ 
 ５ 

３

 ４ 
 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ 被子植物 

問２ めしべに同じ個体の花粉がついて受粉すること。 

問３ 分離の法則 

問４ １ 

 

問１ 胚珠が子房に包まれている植物を被子植物，胚珠がむきだしのままの植物を裸子植物という。 

問２ めしべの柱頭に同じ個体のおしべの花粉がつく(受粉する)ことを自家受粉という。 

問３ Ａａは，減数分裂によって，Ａとａに分かれて別々の生殖細胞に入る。これを分離の法則という。 

問４ ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ より，ＡＡは，
１

 ４ 
 である。 
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【過去問 26】 

次の問１，問２，問３に答えなさい。 

（香川県 2014 年度） 

問１ デンプンに対するヒトのだ液のはたらきを調べるため，次のような実験をした。 

 次の図のように，４本の試験管ａ～ｄに同量のデンプン溶液を入れ，試験管ａとｂには水でうすめただ液

１cm3を，試験管ｃとｄには水１cm3を，それぞれ入れ，約 40℃の湯につけた。10 分後，試験管ａ～ｄを湯

から取り出し，試験管ａとｃにはヨウ素液を２滴ずつ加えた。また，試験管ｂとｄには，ベネジクト液を少

量加え，ある操作をおこなった。次の表は，そのときの色の変化をまとめたものである。これに関して， (1)

～(4)の問いに答えよ。 

 

     
試験管 ａ ｂ ｃ ｄ 

加えた液 ヨウ素液 ベネジクト液 ヨウ素液 ベネジクト液 

色の変化 
変化しな 

かった 

赤褐色に 

なった 

青紫色に 

なった 

変化しな 

かった 

     

(1) 下線部のある操作とはどのような操作か。次のア～エのうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を

書け。 

ア 試験管を光がじゅうぶんに当たるように明るい所に置く 

イ 試験管を光が全く当たらないように暗い所に置く 

ウ 試験管を軽く振りながらガスバーナーで加熱する 

エ 試験管を氷水で冷却する 

(2) 次の文は，この実験結果をまとめようとしたものである。文中のＸ，Ｙの      内にあてはまる記号

の組み合わせとして最も適当なものを，あとのア～カからそれぞれ一つずつ選んで，その記号を書け。 

この実験において，試験管  Ｘ  で見られた液の色の変化を比べることによって，だ液のはたらきに

より，デンプンがなくなったことがわかる。また，試験管  Ｙ  で見られた液の色の変化を比べること

によって，だ液のはたらきにより，ブドウ糖がいくつか結びついたものができたことがわかる。このこと

から，だ液のはたらきによって，デンプンが分解されたことがわかる。 

ア ａとｂ イ ａとｃ ウ ａとｄ 

エ ｂとｃ オ ｂとｄ カ ｃとｄ 

(3) だ液に含まれ，デンプンを分解する消化酵素は何と呼ばれるか。その名称を書け。また，次のア～エのう

ち，この消化酵素のはたらきについて述べたものとして，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア この消化酵素は，デンプン，タンパク質，脂肪のいずれも分解する 

イ この消化酵素は，デンプンとタンパク質は分解するが，脂肪は分解しない 

ウ この消化酵素は，デンプンと脂肪は分解するが，タンパク質は分解しない 

エ この消化酵素は，デンプンは分解するが，タンパク質と脂肪は分解しない 
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(4) 消化酵素によって分解された栄養分（養分）は，小腸のかべのひだの表面に多数ある柔毛から吸収される。

次の㋐～㋓のうち，柔毛から吸収され，毛細血管に入る栄養分はどれか。最も適当なものを２つ選んで，そ

の記号を書け。 

㋐ モノグリセリド（グリセリン） ㋑ ブドウ糖 

㋒ アミノ酸 ㋓ 脂肪酸 

問２ 花のつくりを調べるため，アブラナとイチョウの花を観察した。 

 まず，アブラナの花のおしべ，めしべ，がく，花びらのつき方を調べ，それぞれピンセットで取り外し，

特徴を観察した。次に，めしべの根もとのふくらんだ部分をかみそりの刃で切って，断面をルーペなどで観

察した。また，イチョウの雄
お

花
ばな

と雌
め

花
ばな

のつくりを観察した。これについて，次の(1)～(4)の問いに答えよ。 

(1) 下の図Ⅰは，取り外したアブラナの花の各部分をまとめたものであり，ａ～ｄは，おしべ，めしべ，がく，

花びらのいずれかである。ａ～ｄの各部分を，花の外側から内側（中心）に向けて，ついていた順に並べる

とどのようになるか。あとのア～エから一つ選んで，その記号を書け。 

図Ⅰ 

 

ア ａ→ｄ→ｃ→ｂ イ ａ→ｃ→ｄ→ｂ ウ ｃ→ａ→ｄ→ｂ エ ｃ→ｄ→ａ→ｂ 

(2) 次の文は，花びらのつき方による植物のなかま分けについて述べようとしたものである。文中の  

    内にあてはまる最も適当な言葉を書け。 

アブラナ，サクラ，ツツジは，花びらのつき方によって，２つのなかまに分けることができる。アブラ

ナやサクラのように花びらが１枚ずつに分かれている植物を     花類という。一方，ツツジのように

花びらの根もとがくっついている植物を合弁花類という。 

(3) 次の図Ⅱはアブラナのめしべの断面を模式的に示したものである。また，図Ⅲはイチョウの雄花と雌花を

スケッチしたものである。あとのア～エのうち，胚
はい

珠
しゅ

について述べたものとして最も適当なものはどれか。

一つ選んで，その記号を書け。 

図Ⅱ 図Ⅲ 

  

ア 胚珠はｅとｇであり，受粉がおこなわれると，将来種子となる 

イ 胚珠はｅとｈであり，受粉がおこなわれると，将来種子となる 

ウ 胚珠はｆとｇであり，受粉がおこなわれると，将来果実となる 

エ 胚珠はｆとｈであり，受粉がおこなわれると，将来果実となる 
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(4) イチョウのように，胚珠がむき出しになっている植物は何と呼ばれるか。その名称を書け。 

問３ エンドウの種子には丸形としわ形が

あり，丸形の遺伝子をＡ，しわ形の遺伝

子をａとする。遺伝子Ａは遺伝子ａに対

して優性である。Ａａの遺伝子の組み合

わせをもち，丸形の種子を育てたものを

親Ｘとし，ある遺伝子の組み合わせをも

ち，丸形の種子を育てたものを親Ｙとす

る。親Ｘと親Ｙをかけ合わせると，得ら

れた種子（子にあたる個体）は丸形とし

わ形の割合が約３：１になった。 

 右の図は，染色体と遺伝子が親から子

へ伝わる様子を模式的に示そうとしたも

のである。これに関して，次の(1)～(4)

の問いに答えよ。 

 

(1) エンドウのように，雄
おす

と雌
めす

の生殖細胞が受精することによって子をつくる生殖は，何と呼ばれるか。その

名称を書け。 

(2) 図のように生殖細胞は減数分裂によってつくられる。このとき，対
つい

になっている遺伝子は分かれて別々の

生殖細胞に入る。この法則は何と呼ばれるか。その法則名を書け。 

(3) 図中の生殖細胞①～④は，それぞれＡ，ａのどち

らの遺伝子をもつと考えられるか。その組み合わせ

として最も適当なものを，右の表のア～エから一つ

選んで，その記号を書け。 

(4) 親Ｘと同じ遺伝子をもつ個体と，しわ形の種子を

育てて得た個体を親としてかけ合わせると，得られ

る種子（子にあたる個体）は，丸形としわ形がどのよ

うに現れると考えられるか。次のア～オから一つ選

んで，その記号を書け。 

ア すべて丸形で現れる 

イ すべてしわ形で現れる 

ウ 丸形としわ形が約３：１の割合で現れる 

エ 丸形としわ形が約１：３の割合で現れる 

オ 丸形としわ形が約１：１の割合で現れる 
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問１ 

(1)  

(2) Ｘ  Ｙ  

(3) 
名称  

記号  

(4) と 

問２ 

(1)   

(2)   花類 

(3)   

(4)  

問３ 

(1)   生殖 

(2)  

(3)  

(4)  

 

問１ 

(1) ウ 

(2) Ｘ イ Ｙ オ 

(3) 
名称 アミラーゼ 

記号 エ 

(4) ㋑ と ㋒ 

問２ 

(1) ウ 

(2) 離弁 花類 

(3) イ 

(4) 裸子植物 

問３ 

(1) 有性 生殖 

(2) 分離の法則 

(3) ウ 

(4) オ 

 

問１ ⑴ ブドウ糖がいくつか結びついたものがある場合，ベネジクト液を加えて加熱することで赤褐色の沈殿が生

じる。 

 ⑵ デンプンにヨウ素液を加えると青紫色に変化する。 

 ⑶ だ液に含まれるアミラーゼはデンプンをブドウ糖がいくつか結びついたものに分解する。 

 ⑷ 毛細血管に入る栄養分はブドウ糖，アミノ酸である。モノグリセリド，脂肪酸はリンパ管に入る。 

問２ ⑴ ａは花びら，ｂはめしべ，ｃはがく，ｄはおしべである。 

 ⑵ 花びらが分かれている植物を離弁花類といい，花びらがくっついている植物を合弁花類という。 

 ⑶ ｅとｈが胚珠であり，ｆは子房，ｇは花粉のうである。 

 ⑷ イチョウやマツのように胚珠が子房に包まれずにむき出しになっている植物を裸子植物という。 

問３ ⑴ 雄と雌の生殖細胞が受精することによって子をつくる生殖を有性生殖という。 
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 ⑵ 対になっている遺伝子が分かれて別々の生殖細胞に入ることを分離の法則という。 

 ⑶ 丸形の種子から育てられ，子にしわ形の種子が含まれるので，親ＹはＡａの組み合わせである。 

 ⑷ Ａａとａａをかけ合わせるので，得られる種子はＡａ：ａａ＝１：１となる。 

 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

66 

【過去問 27】 

生物の成長とふえ方に関する次の問１・問２に答えなさい。 

（愛媛県 2014 年度） 

問１ ［観察］タマネギの根の先端を５mm切り取って，約 60℃にあ

たためたⓐうすい塩酸に，３分間ひたした。次に，その根を軽く

水洗いしてスライドガラスにのせ，柄
え

つき針で軽くつぶし，染色

液を１滴落とした。５分後，スライドガラスにカバーガラスをか

け，さらにその上にろ紙をのせて，ⓑ指で静かに根を押しつぶし

た。その後，顕微鏡で観察すると，図１のように見えた。図１の

Ａ～Ｄは，細胞分裂の過程における異なる段階の細胞である。 

図１ 

 

(1) 下線部ⓐの操作を行うのは，下線部ⓑの操作を行うときに，      やすくするためである。 

    に当てはまる適当な言葉を，「細胞」という言葉を用いて簡単に書け。 

(2) 図１のＡ～Ｄには，染色体の複製を行う段階の細胞が一つある。Ａ～Ｄのうち，染色体の複製を行う段階

の細胞として，最も適当なものを一つ選び，その記号を書け。 

(3) 次の文の下線部①～③は，細胞分裂の過程における異なる段階の染色体のようすについて説明したもの

である。図１のＡ～Ｄのうち，下線部①～③の段階に当たるものはどれか。最も適当なものをそれぞれ一つ

ずつ選び，Ａ～Ｄの記号で書け。 

 細胞分裂が始まると，①核の中にひも状の染色体が現れ，やがて②染色体は細胞の中央に並ぶ。次に，③

染色体が二つに分かれて，細胞の両端に移動する。その後，染色体が次第に見えなくなり，２個の核ができ

た後，細胞質が二つに分かれることで２個の細胞ができる。 

問２ 図２，図３はそれぞれジャガイモの異なる生殖の方法を表したものである。図２のように，ジャガイモＰ

の花のめしべに，ジャガイモＰと異なる遺伝子をもつジャガイモＱの花粉をつけたところ，種子Ｒができた。

また，図３のように，ジャガイモＰにできたいもを取り出して植えたところ，いもから芽が出て育ち，ジャ

ガイモＳができた。 

図２ 図３ 

  

(1) 次の文の①，②に当てはまる適当な言葉をそれぞれ書け。 

 図２の生殖では，めしべの先端の  ①  と呼ばれる部分に花粉がつくと，花粉から花粉管がのびてその

中を精細胞が移動し，花粉管が  ②  に達した後，卵細胞の核と精細胞の核が合体し，受精卵が生じる。

その後，受精卵は胚
はい

となり， ②  全体が種子となる。 
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(2) ジャガイモＰの体をつくっている細胞（体細胞），ジャガイモＱの精細胞，種子Ｒの胚の細胞の核１個に

含まれる染色体の数をそれぞれｐ，ｑ，ｒとするとき，ｐ，ｑ，ｒの比を最も簡単な整数比で表すと，ｐ：

ｑ：ｒ＝  ① ： ② ： ③  となる。①～③に当てはまる適当な数値をそれぞれ書け。 

(3) 次のア～エのうち，図２や図３のジャガイモの生殖について述べたものとして，最も適当なものを一つ選

び，その記号を書け。 

ア 図２の種子Ｒの遺伝子は，ジャガイモＰの遺伝子とすべて同じである。 

イ 図２の種子Ｒは，ジャガイモＰとジャガイモＱのクローンである。 

ウ 図３のジャガイモＳの遺伝子は，ジャガイモＰの遺伝子と異なっている。 

エ 図３のジャガイモＳは，ジャガイモＰのクローンである。 

 

問１ 

(1) 
 

  やすくするためである。 

(2)   

(3) ①  ②  ③  

問２ 

(1) 
①  

②  

(2) ①  ②  ③  

(3)  

 

問１ 

(1) 
一つ一つの細胞をはなれ 

やすくするためである。 

(2) Ａ 

(3) ① Ｂ ② Ｄ ③ Ｃ 

問２ 

(1) 
① 柱頭 

② 胚珠 

(2) ① ２ ② １ ③ ２ 

(3) エ 

 

問１ ⑴ 根をあたためたうすい塩酸にひたしたのは，細胞の活動を止め，一つ一つの細胞をはなれやすくするため

である。 

 ⑵ 染色体の複製は，細胞分裂が始まる前に行われる。 

 ⑶ Ｂは染色体が見え始めた細胞，Ｄは染色体が中央に集まったようすを表している。 

問２ ⑴ 花粉がめしべの柱頭につくと，花粉管がのびて精細胞が降りていく。精細胞が胚珠の中の卵細胞と合体（受

精）して受精卵ができる。その後，受精卵は胚になり，胚珠は種子になる。 

 ⑵ 生殖細胞（精細胞と卵細胞）がつくられるとき，染色体の数は体細胞の半分になる。このときの細胞分裂

を減数分裂という。体細胞の半数の染色体をもつ生殖細胞どうしが合体してできた受精卵は，染色体の数が

もとの親の体細胞と同じになる。 

 ⑶ 種子Ｒは有性生殖によってできた個体で，ジャガイモＰとジャガイモＱから半分ずつの遺伝子を受けつい

でいるため，親と異なる形質を示す場合がある。ジャガイモＳはジャガイモＰの無性生殖によってできた個

体なので，ジャガイモＰとまったく同じ形質をもつクローンである。 
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【過去問 28】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（佐賀県 2014 年度 一般） 

問１ ヒキガエルの生殖細胞と，受精卵のその後の成長過程について【観察１】，【観察２】を行った。(1)～(3)

の各問いに答えなさい。 

 
【観察１】 

 
  

おとなのヒキガエルの雌と雄から生殖細胞をそれぞれ取り出し，観察を行った。図１はそのスケッチで

ある。 

図１ 
 

 
 

【観察２】 
 

  

【観察１】の生殖細胞を受精させ，受精卵の成長過程を観察した。図２のア～カは成長過程のスケッチで

ある。  ～  には，ア～カのいずれかがあてはまる。 

図２ 

ア イ ウ エ オ カ 
      

 

(1) 図１の雄の生殖細胞を何というか。その名称を書きなさい。 

(2) 図２の  にあてはまる図として最も適当なものを，図２のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさ

い。 

(3) 受精卵は，分裂をくり返して細胞の数をふやし，そのふえた細胞が形やはたらきのちがういくつかの部分

に分かれて，やがておとなの形になっていく。この過程を何というか，書きなさい。 
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問２ エンドウの種子の形には，丸いものとしわのあるものがある。エンドウの種子の形に関する遺伝子につい

て調べるために【実験１】，【実験２】を行った。丸い種子をつくる形質を伝える遺伝子をＡ，しわのある種

子をつくる形質を伝える遺伝子をａとして，(1)～(6)の各問いに答えなさい。 
 

【実験１】 
 

  

太郎さんは，丸い種子をまいて育てたエンドウのめしべに，①しわのある種子をまいて育てたエンドウ

の花粉をつけて他家受粉させた。その後，できた種子を調べてみると，すべて②丸い種子であった。 

(1) 対になっている遺伝子は，減数分裂によってそれぞれ別々の生殖細胞に入る。この法則を何というか，書

きなさい。 

(2) 【実験１】の下線部①の花粉の中にある精細胞はどのような遺伝子をもつと考えられるか。その模式図と

して最も適当なものを，【選択肢】のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

(3) 【実験１】の下線部②の種子の中にある胚はどのような遺伝子をもつと考えられるか。その模式図として

最も適当なものを，【選択肢】のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。 
 

【選択肢】 
 

  

 ア イ ウ 

   

 エ オ カ 

    

 
 

【実験２】 
 

  

花子さんも，太郎さんと同じ実験をしてみようと思い，③丸い種子をまいて育てたエンドウのめしべに，

しわのある種子をまいて育てたエンドウの花粉をつけて他家受粉させた。できた種子を調べてみると，太

郎さんの結果とは異なり，④丸い種子の数としわのある種子の数の比は１：１であった。 
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(4) 【実験２】の下線部③の種子の中にある胚は，どのような遺伝子をもつと考えられるか。その模式図とし

て最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア イ 

  

ウ エ 

  

(5) 【実験２】の下線部④の種子の中から，いくつか種子を選び，それらをまいて育てたエンドウの花の花粉

を同じ花のめしべにつけて自家受粉させたところ，6800 個の種子ができた。この中に丸い種子は何個ある

と考えられるか。最も適当なものを，次のア～オの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 1700個 イ 2260個 ウ 3400個 エ 5100個 オ 6800個 

(6) 一般に，遺伝子の本体は何という物質か，書きなさい。 

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

(5)  

(6)  

 

問１ 

(1) 精子 

(2) ウ 

(3) 発生 

問２ 

(1) 分離の法則 

(2) イ 

(3) オ 

(4) ウ 

(5) エ 

(6) ＤＮＡ（デオキシリボ核酸） 

 

問１ ⑴ 雄の生殖細胞を精子，雌の生殖細胞を卵という。 
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 ⑵ 受精卵の成長過程を順番通りに並べると，エ→イ→オ→ウ→ア→カである。 

 ⑶ 受精卵が分裂をくり返し，ふえた細胞がいくつかの部分に分かれ，親と同じような体に成長する過程を発

生という。 

問２ ⑴ 対になっている遺伝子が分かれて別々の生殖細胞に入ることを分離の法則という。 

 ⑵ しわのある種子の遺伝子の組み合わせはａａなので，精細胞はａの遺伝子をもつ。 

 ⑶ 丸い種子としわのある種子からできた種子のすべてが丸いので，胚はＡａの遺伝子をもつ。 

 ⑷ まるい種子としわのある種子の比が１：１なので，親の丸い種子の遺伝子がＡａだと考えられる。 

 ⑸ 下線部④の丸い種子の遺伝子はＡａであり，その子は丸い種子としわのある種子の比が３：１になる。よ

って，6800個の４分の３である 5100個が丸い種子であると考えられる。 

 ⑹ 遺伝子の本体はＤＮＡという物質であり，二重らせん構造になっている。 
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【過去問 29】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（佐賀県 2014 年度 特色） 

問１ 図１の器具Ｘを用いて，さまざまな植物の花を観察した。その結果，それぞれの花に共通するつくりがあ

ることがわかった。さらにくわしく調べるために，Ａ，Ｂの２種類の植物の花をそれぞればらばらにして各

部をスケッチした。図２はそのスケッチであり，ａ～ｄは各部のつくりに応じて分類したものを示している。

(1)～(4)の各問いに答えなさい。 

図１ 器具Ｘ 図２ 

  

(1) 図１の器具Ｘの名称を書きなさい。 

(2) 次の文は，手に持った花を器具Ｘを用いて観察する方法を説明したものである。文中の（ ① ），（ ② ）

にあてはまる語句の組み合わせとして最も適当なものを，下のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。

ただし，顔の位置は動かさないものとする。 

器具Ｘを図３の（ ① ）に持ち，（ ② ）を前後に動かしてよく見える位置を探す。 

 ① ② 図３ 

 

ア Ⅰの位置 器具Ｘ 

イ Ⅰの位置 花 

ウ Ⅱの位置 器具Ｘ 

エ Ⅱの位置 花 

   

(3) 図２のＡは何という植物の花を観察したものか。最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号

を書きなさい。 

ア アブラナ イ ツツジ ウ エンドウ エ アサガオ 

(4) 図２のＢの花を外側から順にはがすとき，最も外側にある部分はどれか。図２のａ～ｄの中から一つ選び，

記号を書きなさい。 
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問２ インパチェンスの花粉を用いて【実験】を行った。(1)～(4)の各問いに答えなさい。 

 
【 実 験 】 

 
  

① ３枚のホールスライドガラスＡ～Ｃを用意し，Ａには蒸留水，Ｂに

は８％ショ糖水溶液，Ｃには 16％ショ糖水溶液をそれぞれ１滴ずつ

落とした。 

② 図４のように，インパチェンスの花粉を筆先につけて柄つき針で

ゆすり，①のＡ～Ｃの上にまいた。 

③ 図５のように，②のＡ～Ｃを，水を入れたペトリ皿の中に置き，ふ

たをして一定温度に保った。 

④ 花粉をまいてから１時間後に，顕微鏡で花粉のようすを観察した

ところ，図６のように，ひものようなＹがのびているものがあった。 

⑤ 観察した花粉のうち，図６のＹがのびたものについて，Ａ～Ｃごと

にその長さを測定して平均を求めた。その結果，Ｙの長さの平均が最

も長いのはＢ，二番目に長いのはＡ，最も短いのはＣであった。表は

実験の結果をまとめたものである。 

図４ 

 

図５ 

 

表 図６ 

 

 ホールスライドガラス Ｙの長さ（平均）  

 Ａ（蒸留水） 二番目に長い  

 Ｂ（８％ショ糖水溶液） 最も長い  

 Ｃ（16％ショ糖水溶液） 最も短い  

    

(1) めしべで受粉が起こる部分を特に何というか，名称を書きなさい。 

(2) 図６のＹを何というか，名称を書きなさい。 

(3) 【実験】の結果からわかることとして最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア ショ糖水溶液の濃度が高いほど，Ｙの長さは長くなる。 

イ 実験するときの温度が低いと，Ｙはのびない。 

ウ ショ糖が溶けていなくてもＹはのびる。 

エ それぞれの花粉からのびるＹは，すべて同じ方向に向かってのびる。 

(4) 次の文は受粉後，種子ができるまでのようすを説明したものである。文中の（ ａ ），（ ｂ ）にあて

はまる語句をそれぞれ書きなさい。 

受粉後，図６のＹが（ ａ ）に向かってのびていく。Ｙの先端が（ ａ ）まで達すると，Ｙの中

の精細胞が（ ａ ）の中の卵細胞に受け入れられて受精し，精細胞の核と卵細胞の核が合体する。受
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精した卵細胞は分裂をくり返して（ ｂ ）になり，（ ｂ ）を含む（ ａ ）全体が種子になる。 

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4) 
ａ  

ｂ  

 

問１ 

(1) ルーペ 

(2) イ 

(3) ア 

(4) ｃ 

問２ 

(1) 柱頭 

(2) 花粉管 

(3) ウ 

(4) 
ａ 胚珠 

ｂ 胚 

 

問１ ⑴ 器具Ｘはルーペで，観察の器具である。 

 ⑵ ルーペは目に近い位置に持ち，観察する物を前後に動かしてよく見える位置を探す。 

 ⑶ ｃのがく，ｄの花弁のどちらも複数あるのでＡはアブラナだとわかる。 

 ⑷ 外側にある方から順に並べると，ｃ→ｄ→ａ→ｂである。 

問２ ⑴ めしべの中で受粉が起こる部分を柱頭という。 

 ⑵ 花粉からのびた部分を花粉管という。 

 ⑶ 蒸留水を使ったＡの結果から，ショ糖が溶けていなくても花粉管はのびるとわかる。 

 ⑷ 花粉管は精細胞を胚珠の中の卵細胞に送る。受精した卵細胞は分裂をくり返して胚になる。 
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【過去問 30】 

次のⅠ，Ⅱの問いに答えなさい。 

（長崎県 2014 年度） 

Ⅰ ジャガイモは，種子と「いも」の両方でふえることができる。写真１はジャガイモの花と開花したあとにつく

られる種子を，写真２は地下の「いも」を示したものである。 

写真１ 写真２ 

  

 花 種子 いも 

問１ 写真１のジャガイモの種子のでき方について説明した次の文の（ ① ），（ ② ）に適する語句を入れ，

文を完成せよ。 

ジャガイモのような被
ひ

子
し

植物は，めしべの胚
はい

珠
しゅ

の中の（ ① ）と，受粉後，胚珠に向かって伸びて

いく花粉管の中の（ ② ）が受
じゅ

精
せい

することにより，種子ができる。 

問２ 写真２のような地下にできた「いも」から新しい個体をつくるふえ方を何というか。 

Ⅱ ジャガイモＡのめしべの柱
ちゅう

頭
とう

に，ジャガイモＡとは異なる形質をもつジャガイモＢの花粉が受粉して種子が

できた。この種子をまいて育て，ジャガイモＣをつくった。また，ジャガイモＡの地下にできた「いも」を土

に植えて育て，ジャガイモＤをつくった。 

問３ ジャガイモＡ，Ｂにおける，からだの細胞の染
せん

色
しょく

体
たい

の一部が，図のような模式図に示されると

き，次の細胞①，②に見られる染色体はどのように

表されるか。図にならって解答欄に記入せよ。 

① ジャガイモＡにできる生
せい

殖
しょく

細胞 

② ジャガイモＣのからだの細胞 

図 
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問４ ジャガイモＤの形質について，ジャガイモＡと比べたときどのようなことがいえるか。理由を含めて説明

せよ。 

 

問１ 
①  

②  

問２  

問３ 

① 

ジャガイモＡにできる生殖細胞 

 

② 

ジャガイモＣのからだの生殖細胞 

 

問４  

 

問１ 
① 卵細胞 

② 精細胞 

問２ 無性生殖 

問３ 

① 

 

② 

 

問４ 
ジャガイモＤはジャガイモＡと同じ染色体（遺伝子）をもつので，

ジャガイモＡと同じ形質になる。 

 

問１ 花粉がめしべの柱頭につくことを受粉という。受粉後，花粉から伸びた花粉管を通って精細胞が移動し，胚珠

の中の卵細胞と合体して受精卵となる。その後，胚珠が成長して種子ができる。 
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問２ 生殖細胞の受精による生物のふえ方を有性生殖というのに対し，「いも」のように親のからだの一部から新し

い個体ができるふえ方を無性生殖という。 

問３ ジャガイモＡにできる生殖細胞は，減数分裂によってジャガイモＡのからだの細胞の染色体の半分を受けつ

ぐ。ジャガイモＢにできる生殖細胞も同様であり，これらが受精してできるジャガイモＣのからだの細胞は，

ジャガイモＡのからだの細胞の染色体の半分とジャガイモＢのからだの細胞の染色体の半分を受けついでい

る。 

問４ 無性生殖では，子の形質は親の形質とまったく同じになる。 
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【過去問 31】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2014 年度） 

問１ 晴
はる

美
み

さんは，ツユクサ，エンドウ，アサガオの根のつくりを調べた。１図は，晴美さんが調べた３つの植

物の根のスケッチである。 

１図 

ツユクサ エンドウ アサガオ 

 

  

(1) １図の根のようすから，３つの植物の中で同じ特徴をもつものは， 

①（ア ツユクサとエンドウ  イ ツユクサとアサガオ  ウ エンドウとアサガオ）である。それは，

これらの植物がともに②（ア ひげ根  イ 主根と側根）をもつからである。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

(2) １図のように，植物の根が広がっている理由を，水や水にとけた養分を吸収しやすくすることのほかに一

つ書きなさい。 

次に，晴美さんは，タマネギを使って根の成長を調べ，次のように記録をまとめた。 

根の成長の観察 

〔観察日〕 

８月 10日から８月 12日 

〔方法〕 

Ⅰ タマネギの根が出てくる部分を水につけて放置し，根を成

長させる。 

Ⅱ ２図のように，成長した根の１本に油性ペンで根の先端か

ら５mm ずつ等間隔に３つの印をつけ，根もとの方からＡ～Ｃ

とする。 

Ⅲ タマネギの根を再び水につけて放置し，印をつけてから 12

時間ごとに，Ａ～Ｃの各部分の長さを測定する。 

２図 
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〔結果〕 

３表のとおり。 

３表       

 開始時 12時間後 24時間後 36時間後 48時間後  

Ａ〔mm〕 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0  

Ｂ〔mm〕 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0  

Ｃ〔mm〕 5.0 8.0 11.8 18.0 24.3  

〔考察〕 

Ａ，Ｂの部分とＣの部分では，成長に違いがあると考えられる。 

〔感想〕 

Ａ，Ｂ，Ｃのそれぞれの部分の細胞のようすも調べてみたいと思った。 

(3) ３表の結果について正しく説明しているものはどれか。次のア～エから二つ選び，記号で答えなさい。 

ア 24時間後におけるＢとＣの長さの差は，11.8mmである。 

イ 開始時から 36時間後までにＣの部分がのびた長さは，13.0mmである。 

ウ 48時間後における根の先端からペンでつけた一番上の印までの長さは，34.3mmである。 

エ 開始時から 48時間後までのＣの部分がのびた長さは，時間に比例している。 

そして晴美さんは，48時間後の根について，４図のように，Ｃの根もとに近い部

分をＣのＸ，中央の部分をＣのＹ，先端の部分をＣのＺとし，Ａ，Ｂとあわせて５

か所からそれぞれ５mmずつ切り取った。これらをうすい塩酸に３分間つけて水洗い

し，酢酸オルセイン液で染色してプレパラートをつくり，15 倍の接眼レンズと 10

倍の対物レンズを使用した顕微鏡で細胞のようすを観察した。さらに，対物レンズ

だけを 40倍に交換して，観察を続けた。５図は，対物レンズだけを 40倍に交換し

て観察したそれぞれのプレパラートの細胞のスケッチである。 

４図 

 

５図 

Ａ Ｂ ＣのＸ ＣのＹ ＣのＺ 

     

(4) 下線部について，対物レンズを 10倍から 40倍に交換したときの視野の広さは①（ア せまく  イ 広

く）なり，視野の明るさは②（ア 明るく  イ 暗く）なる。また，５図のスケッチをかいたときの顕微

鏡の倍率は  ③  倍である。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。また， ③  に適当

な数字を入れなさい。 

(5) ３表と５図の結果から，観察したタマネギの根のＡ，Ｂの部分とＣの部分の成長の違いについて，細胞の

ようすに着目して書きなさい。 
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問２ 隆
たか

雄
お

さんと拓
たく

也
や

さんは，肺で行われる呼吸のしくみを確かめるため，６図のように，ペットボトルの底を

切り取り，そこにゴム風船を切ったもの（Ａとする）を取り付け，そして，ペットボトルのふたに穴を開け，

ゴム風船（Ｂとする）をテープで固定したストローを取り付けた装置をつくった。 

(1) ６図の装置のストローは体の  ①  を表し，Ａは体の  ②  を

表している。 ①  ， ②  に当てはまるものを，次のア～カから

一つずつ選び，記号で答えなさい。 

ア 食道 イ 気管 ウ 心臓 

エ 胃 オ 肺 カ 横
おう

隔
かく

膜
まく

 

(2) ６図の装置について，Ａを手でつまんで引くと，Ｂはふくらんだ。

この操作は空気を①（ア 吸う  イ はく）動作を示す。また，Ａ

から手を離すとＢはしぼんだ。このことから，Ｂが表す体の器官は自
みずか

らふくらんだりしぼんだり②（ア する  イ しない）ことがわか

る。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記

号で答えなさい。 

６図 

 

次に二人は，呼吸によって体を出入りする気体の中

の酸素と二酸化炭素の濃度について気体検知管を使っ

て調べた。吸う息は空気を使い，はく息は７図の装置を

つくり，その装置にふきこんだ気体を使った。８表は，

その結果を示したものである。 

実験を終えて，二人は８表を見ながら次のような会話

をした。 

７図 

 

８表 

 吸う息 はく息 

酸素の濃度〔％〕 20.8 15.2 

二酸化炭素の濃度〔％〕 0.04 4.5 

隆雄：はく息は，吸う息に比べて酸素の濃度は下がっているけど，二酸化炭素の濃度は上がっているね。体の中

で何が起こっているのかな。 

拓也：体の中に肺胞という小さな袋がたくさんあって，そこで効率よく，酸素は血液中にとりこまれ，二酸化

炭素は血液中からとり出されているんだよ。血液中の酸素は  ①  血管から  ②  液の中に出て細

胞にとり入れられ，細胞の呼吸に使われるんだよ。そして，細胞の呼吸でできた二酸化炭素は  ②  液

にとけこんだ後， ①  血管に入って肺胞まで運ばれ，はく息として体外に出されるんだよ。 

(3) 下線部のようになっていることで，効率よく，酸素は血液中にとりこまれ，二酸化炭素は血液中からとり

出すことができる。その理由を書きなさい。 

(4)  ①  ， ②  に適当な語を入れなさい。 



10 生命のつながり(中３) 生物の成長・細胞・遺伝ほか 2014 年度 

81 

 

問１ 

(1) ①  ②  

(2)  

(3)   

(4) 
①  ②  

③   

(5) 

Ａ，Ｂの部分  

Ｃの部分  

問２ 

(1) ①  ②  

(2) ①  ②  

(3)  

(4) ①  ②  

 

問１ 

(1) ① ウ ② イ 

(2) 植物の体を支えるため。 

(3) イ ウ 

(4) 
① ア ② イ 

③  600 

(5) 

Ａ，Ｂの部分 長さが変わらず，細胞分裂も行われていない。 

Ｃの部分 
根の先端では細胞分裂が行われており，細胞の大きさも根

もとに近づくほど大きくなっている。 

問２ 

(1) ① イ ② カ 

(2) ① ア ② イ 

(3) 表面積が大きくなるから。 

(4) ① 毛細 ② 組織 

 

問１ ⑴ エンドウとアサガオは双子葉類で，主根と側根をもつ。ツユクサは単子葉類で，ひげ根をもつ。 

 ⑵ 植物の根には，水や養分を吸収するはたらきと，体を支えるはたらきがある。 

 ⑶ Ｃの長さは開始時では 5.0mm，36時間後では 18.0mmなので，その間にのびた長さは 13.0mmである。また，

48時間後の根の先端から一番上の印までの長さは，Ａ，Ｂ，Ｃを全部足して 34.3mmである。 

 ⑷ レンズの倍率を高くすると，視野はせまく，暗くなる。顕微鏡の倍率は，15[倍]×40[倍]＝600[倍] 

 ⑸ ５図より，細胞の先端ほど細胞の大きさが小さく，細胞分裂が盛んに行われている。 

問２ ⑴ 呼吸では横隔膜が上下して，気管を通して，肺に空気を出し入れする。 

 ⑵ Ｂは肺を表すが，呼吸においては自らふくらんだりしぼんだりしない。 

 ⑶ 肺胞が多いほど表面積が大きくなり，空気に触れる面積も大きくなるので，効率がよくなる。 

 ⑷ 細胞で使われる酸素や呼吸で生じた二酸化炭素は毛細血管と組織液の間で受け渡しされる。 
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【過去問 32】 

エンドウの種子の形質が子へ伝わるしくみについて調べるために，次の観察・調査を行った。問１～問５に答

えなさい。ただし，エンドウの種子の形を丸くする遺伝子をＡ，しわにする遺伝子をａとする。 

（大分県 2014 年度） 

 受粉後の花粉の変化を調べた。 

 ショ糖水溶液をホールスライドガラスに１滴落とし，[図１]のよ

うに，花粉を筆先につけて，筆先を柄つき針でゆすって，ショ糖水溶

液の上に花粉をまき，プレパラートをつくった。 

 しばらくして，[図２]の顕微鏡を用いて，  のプレパラートを観

察したところ，花粉管がのびているのが確認できた。 

[図１] 
 

 メンデルが発見した遺伝の規則性について，資料を用いて調べ，[レポート]にま

とめた。 

[レポート] 

[図２] 

 

 

＜メンデルが発見した遺伝の規則性＞ 

○丸い種子をつくる純系のエンドウ（親）のめしべに，しわのある種

子をつくる純系のエンドウ（親）の花粉をつけて他家受粉させた。

できた子の種子はすべて丸い種子だった。 

○次に，子の丸い種子をまいて育てたエンドウが自家受粉すると，孫

の種子では丸い種子の数としわのある種子の数の比が３：１になっ

た。 

○メンデルは実験結果から，次のような考えに達した。 

・形質を伝えるものは，二つ集まって対になっている。 

・両親のこの形質を伝えるものはそれぞれ二つに分かれて，その一

つずつが子に伝えられ，子ができるときに新しい対ができる。 

 

  

問１ [図３]は，  の顕微鏡のステージを真上から見た

模式図である。  で，花粉を顕微鏡で観察したとこ

ろ，[図４]のように，視野のすみに花粉が見えた。花

粉を視野の中央に移動させるためには，[図３]のプレ

パラートをどの向きに動かせばよいか。適切なもの

を，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

[図３] [図４] 
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問２ [図５]は，受粉後の花粉管がのびているようすを，模式的に表したも

のである。①，②の問いに答えなさい。 

① [図５]のＸの部分は何か，名称を書きなさい。 

② 子房をつくっている細胞，精細胞，卵細胞のそれぞれ１つにある染色

体の本数をＰ〔本〕，Ｑ〔本〕，Ｒ〔本〕とする。Ｐ，Ｑ，Ｒの関係を表

したものとして適切なものを，ア～オから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア ２Ｐ＝Ｑ＝Ｒ イ ２Ｐ＝２Ｑ＝Ｒ ウ ２Ｐ＝Ｑ＝２Ｒ 

エ Ｐ＝Ｑ＝Ｒ オ Ｐ＝２Ｑ＝２Ｒ 

[図５] 

 

問３ [レポート]の下線部は，遺伝子のことである。有性生殖では，対にな

っている遺伝子が減数分裂によって，分かれて一つずつ別々の生殖細胞

に入る。これを何の法則というか，書きなさい。 

問４ [図６]は，[レポート]の形質の伝わり方を模式的に表したものであ

り，○あ  ～ ○う  はＡＡ，Ａａ，ａａという遺伝子の組み合わせのいずれ

かである。○あ  ～ ○う  の遺伝子の組み合わせを，それぞれ書きなさい。 

[図６] 

 

問５ [レポート]の孫の種子から２つの種子を取り出し，まいて育て，一方のめしべにもう一方の花粉をつけて

他家受粉させたとする。次の代に丸い種子としわのある種子の両方ができると予想される遺伝子の組み合わ

せとして適切なものを，ア～カから２つ選び，記号で書きなさい。 

ア 両方ともＡＡ イ 両方ともＡａ 

ウ 両方ともａａ エ 一方がＡＡで，もう一方がＡａ 

オ 一方がＡＡで，もう一方がａａ カ 一方がＡａで，もう一方がａａ 

 

問１  

問２ 
①   

②   

問３   の法則 

問４ ○あ  ○い  ○う  

問５   

 

問１ エ 

問２ 
① 胚珠 

② オ 

問３ 分離 の法則 

問４ ○あ ＡＡ ○い ａａ ○う Ａａ 

問５ イ カ 
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問１ 顕微鏡の観察像は上下反転しているので，[図４]の花粉を視野の中央，すなわちイの向きに移動させたけれ

ば，イではなくてエの向きにプレパラートを動かさなければならない。 

問２ ② 子房をつくっている細胞は体細胞なので染色体数は２ｎだが，精細胞と卵細胞は生殖細胞なので染色体数

は体細胞の半分となりｎである。 

問３ メンデルが提唱した遺伝の法則は，優性の法則・分離の法則・独立の法則である。 

問４ ○あ  は優性の純系を示すのでＡＡ，○い  は劣性の純系を示すのでａａ，○う  は優性の純系と劣性の純系の親か

らそれぞれ遺伝子を受けついでいるのでＡａである。 

問５ 遺伝子の組み合わせが，ＡＡかＡａかであれば丸い種子が，ａａであればしわの種子が，それぞれつくられ

る。着目すべきはａａで，ａａの子ができるためには，親はいずれもａを持たねばならないので，ア・エ・オ

は除外される。またウではＡＡもＡａも生じないので，これも除外される。ＡａとＡａのかけ合わせにより，

ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ Ａａとａａのかけ合わせにより，Ａａ：ａａ＝１：１の割合で生じるので，

イもカもいずれも条件を満たす。 
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【過去問 33】 

次の文は，ジャガイモのいもに関する直子さんと雄太君の会話である。後の問１～問５に答えなさい。 

（宮崎県 2014 年度） 

直子： ａジャガイモのいもは，土に植えておくと，芽を出して葉・茎・根が

そろう（図Ⅰ）よ。 

雄太： ジャガイモのいもは種子ではなく，地下にある茎が変形したものなの

に，新しい個体をつくることができるんだね。 

直子： ジャガイモには，種子はできないのかな。 

雄太： ジャガイモにも花が咲くし，種子もできるけれど，いもからふやすの

がふつうだよ。 

図Ⅰ 

 

直子： ｂいもからふやす方法と，種子からふやす方法とでは，何かちがいがあるのかな。 

雄太： 調べてみたいね。ところで，いもにたくわえられているデンプンは，エネルギーのもとになる

んだよね。 

直子： そうよ。でも，食べたからといって，そのままの形で利用することはできないんだよ。 

雄太： ぼくたちが口からとり入れた食物は，その後どうなっていくのだろう。 

直子： 実験をして調べてみようよ。 

問１ 下線部ａのように，植物において体の一部から新個体をつくったり，アメーバなどの単細胞生物が分裂す

ることでなかまをふやしたりするように，受精を行わずに子をつくる生殖を何といいますか。 

問２ 図Ⅱのように，ジャガイモＡの花を，異なる形質をもつジャガイモＢの花粉を使って受粉させると，種子

ができた。次の文は，直子さんが，受粉から種子ができるまでの変化についてまとめたものである。下の(1)，

(2)の問いに答えなさい。 

〔まとめ〕 

Ａのめしべの柱頭についたＢの花粉は，子房の中の胚珠

に向かって，花粉管をのばす。花粉管が胚珠の中の①卵細胞

に達すると，花粉管の中を移動してきた  ア  の核と卵細

胞の核が合体して，②受精卵となる。受精卵は，体細胞分裂

をくり返して  イ  になり，胚珠全体は種子になる。 

図Ⅱ 

 

(1)  ア  ， イ  に適切な言葉を入れなさい。 

(2) 図Ⅲは，ジャガイモＡ，Ｂの細胞を，染色体の数を２とし，

模式的に表したものである。このとき，まとめの下線部①，

②の染色体は，それぞれどのように表すことができるか。図

Ⅲにならってかきなさい。ただし，○や●は遺伝子を示して

いる。 

図Ⅲ 
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問３ 直子さんたちは，下線部ｂの有利な点について，次のようにまとめた。    に入る適切な理由を，「遺

伝子」という言葉を使って書きなさい。 

〔まとめ〕 

いもからふやすと，         から，親がもつ有用な形質を変えずに残すことができる。この

ほかにも，種子からふやすよりも収穫までの時間が短いなどといった有利な点もあることから，いもか

らふやす方法によって新しい個体をつくる性質は，農業でしばしば利用されている。 

問４ 直子さんたちは，デンプンの消化について調べるために，次のような実験を行い，結果を表にまとめた。

下の(1)～(3)の問いに答えなさい。 

〔実験〕 図Ⅳ 

① 試験管Ａに１％デンプンのり 10cm3と水でうすめた
だ

唾
えき

液２cm3，試験管

Ｂに１％デンプンのり 10cm3 と水２cm3 を入れ，それぞれよく振って混

ぜた。 

② 図Ⅳのように，Ａ，Ｂの試験管を 40℃の湯の中に 10分間入れた。 

③ 図Ⅴのように，Ａ，Ｂの液を別の試験管Ａ́，Ｂ́に半分ずつとった。 

④ Ａ，Ｂの液にそれぞれヨウ素溶液を３滴ずつ加え，液の色の変化を調

べた。 

⑤ Ａ́，Ｂ́の液に，それぞれベネジクト溶液を少量加え，沸とう石を入れ

て軽く振りながら加熱し，液の色の変化を調べた。 

 

表 図Ⅴ 

 ヨウ素溶液に対する反応 ベネジクト溶液に対する反応 

 

デンプン＋唾液 Ａ 変化しなかった。 Ａ´ 赤褐色になった。 

デンプン＋水 Ｂ 青紫色になった。 Ｂ´ 変化しなかった。 

   

(1) 実験の①で，試験管Ａだけではなく，試験管Ｂも準備し，ほかの条件をすべて同一にして実験を行った。

これにより，どのようなことが明確になるか。簡潔に書きなさい。 

(2) 実験の結果から，唾液には何という消化酵素がふくまれていることがわかるか。次のア～エから１つ選び，

記号で答えなさい。 

ア リパーゼ イ ペプシン ウ トリプシン エ アミラーゼ 

(3) 唾液のように，食物の消化にかかわる消化液の１つに，胆汁がある。ヒトの胆汁の説明として適切なもの

はどれか。次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 肝臓でつくられ，胆のうにたくわえられる。 

イ 肝臓でつくられ，すい臓にたくわえられる。 

ウ 胆のうでつくられ，肝臓にたくわえられる。 
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エ 胆のうでつくられ，すい臓にたくわえられる。 

問５ デンプンは消化管でブドウ糖に消化されることを知った直子さんたちは，デンプンとブドウ糖の大きさ

のちがいを調べるために，次のような実験を行い，結果を表にまとめた。下の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

〔実験〕 図Ⅵ 

① １％デンプンのり 18cm3にブドウ糖を２ｇとかし，ペトリ皿に入

れた。 

② 図Ⅵのように，①のペトリ皿の液の上にセロハンをのせてくぼ

みをつけ，そのくぼみに水を静かに注いで，10分おいた。 

③ 図Ⅶのように，セロハンのくぼみの水を，スポイトで２本の試験

管にとった。 

④ ２本の試験管のうちの１本に，ヨウ素溶液を２滴加えた。 

⑤ もう１本の試験管に，ベネジクト溶液を少量加え，沸とう石を入

れて軽く振りながら加熱した。 

 

表 図Ⅶ 

ヨウ素溶液に対する反応 ベネジクト溶液に対する反応 

 

変化しなかった。 赤褐色になった。 

  

(1) セロハンには，小さな穴が無数にあいている。実験の結果から，デンプンとブドウ糖の大きさについてど

のようなことがわかるか。次のア～エから適切なものを１つ選び，記号で答えなさい。 

ア デンプンもブドウ糖もセロハンを通ることができる。 

イ デンプンもブドウ糖もセロハンを通ることができない。 

ウ デンプンはセロハンを通ることができるが，ブドウ糖は通ることができない。 

エ デンプンはセロハンを通ることができないが，ブドウ糖は通ることができる。 

(2) 次の文は，直子さんが実験の結果をもとに，消化のはたらきについてまとめたものである。 

     に適切な内容を入れなさい。 

〔まとめ〕 

食物にふくまれるデンプンなどの栄養分は，消化管を通っていく間に，消化液のはたらきによっ

てブドウ糖などといった，体内に      状態に変化する。 
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問１   生殖 

問２ 

(1) ア  イ  

(2) ① 

 

② 

 

問３  

問４ 

(1)  

(2)  

(3)  

問５ 
(1)  

(2)  

 

問１ 無性 生殖 

問２ 

(1) ア 精細胞 イ 胚 

(2) ① 

 

② 

 

問３ 
例 

子は親とまったく同じ遺伝子を受けつぐ。 

問４ 

(1) 
例 

結果のちがいは，唾液のはたらきによるものであること。 

(2) エ 

(3) ア 

問５ 

(1) エ 

(2) 
例 

吸収されやすい。 

 

問１ 受精を行って子をつくる生殖を有性生殖という。 

問２ ⑴ 精細胞と卵細胞の核が合体することを受精といい，できた受精卵はやがて胚になる。 

 ⑵ 卵細胞などの生殖細胞ができるときには，染色体が分かれて別々の細胞に入る。 

問３ 受精を行わずに子をつくる無性生殖では，親とまったく同じ遺伝子を受けつぐことになる。 

問４ ⑴ 水ではデンプンが変化しないことを確かめる実験を行う必要がある。 

 ⑵ リパーゼは脂肪を，ペプシンやトリプシンはタンパク質を分解する消化酵素である。 
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 ⑶ 胆汁は，肝臓でつくられ，胆のうにたくわえられる。 

問５ ⑴ 表の結果から，セロハンのくぼみの水にはデンプンはなく，糖があることがわかる。 

 ⑵ デンプンは，いろいろな消化酵素のはたらきによって，体内に吸収されやすいブドウ糖に分解される。 
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【過去問 34】 

次の問１，問２に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2014 年度） 

問１ 動物のからだは，いくつかの器官が集まってつくられ，それぞれがは

たらいてからだを維持している。 

１ 図１は，ヒトの心臓の模式図であり，ＡとＢは心室を示す。Ａの血液

はＢの血液に比べ，酸素と結合しているヘモグロビンの量が少ない。図

１のア～エの血管で肺静脈はどれか。 

２ 図２は，ヒトの肝臓や小腸，血管の模式図であるが，小腸につながる

血管は示されていない。小腸とつながる主な血管を解答欄の図にかけ。 

図１ 

 

図２ 

 

３ 図３は，イカのからだのつくりの模式図である。イカ

とヒトの器官には，はたらきの似たものがある。ヒトの肺

と似たはたらきをもつ器官は，図３のア～エのどれか。ま

た，その名称も書け。 

４ エビなどの節足動物は無セキツイ動物のなかまである

が，骨格をもつ。節足動物の骨格のつくりについて，背骨

がないこと以外の特徴を書け。 

図３ 

 

問２ 種子植物であるエンドウやマツは，花をさかせて種子をつくる。 

１ 採集した花を図１のルーペで観察するとき，ルーペの使い方として最も適当な

ものはどれか。 

ア ルーペをできるだけ目に近づけて，花だけを動かす。 

イ ルーペをできるだけ目に近づけて，ルーペだけを動かす。 

ウ ルーペをできるだけ目から遠ざけて，花だけを動かす。 

エ ルーペをできるだけ目から遠ざけて，ルーペだけを動かす。 

図１ 

 

２ 被子植物であるエンドウと裸子植物であるマツは受粉のしかたが異なる。裸子植物の受粉のしかたにつ

いて「胚珠」ということばを使って説明せよ。 

３ エンドウやマツはどちらも受精卵が胚となり，胚が成長して親と同じようなつくりが完成していく。この

過程を何というか。 
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４ エンドウの種子の形には丸形としわ形があり，丸形はしわ形に対して優性である。あるエンドウを自家受

粉させたら，図２に示す模式図のように，１つのさやに８個の種子（○丸形，△しわ形）が得られた。この

とき， ａ  ， ｂ  ， ｃ  の種子の形はどのようになるか。○，△の記号でかけ。ただし，種子の形

の現れ方は，遺伝の規則性にもとづくものとする。 

図２ 

 

 

問１ 

１   

２ 

 

３ 記号  名称  

４  

問２ 

１  

２  

３   

４ ａ  ｂ  ｃ  

 

問１ 

１ エ 

２ 

 

３ 記号 ウ 名称 えら 

４ 骨格が体の外側をおおっている。 

問２ 

１ ア 

２ 花粉が直接胚珠につく。 

３ 発生 

４ ａ ○ ｂ ○ ｃ △ 

 

問１ １ 心臓から出ていく血液が流れる血管が動脈，心臓へ戻る血液が流れる血管が静脈である。酸素と結合して

いるヘモグロビンが少ないＡの血液は，肺動脈(イ)を通って肺に入ると，血しょうにとけている二酸化炭素を

放出するとともに，多くのヘモグロビンが酸素と結合し，肺静脈(エ)を通って心臓に戻る。その後，大動脈(ウ)
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から全身に送られ，大静脈(ア)を通って心臓に戻る。 

 ２ 小腸は動脈と肝臓に血管でつながっている。小腸と肝臓をつなぐ血管は，柔毛の毛細血管に吸収されたブ

ドウ糖やアミノ酸が肝臓へ運ばれるとき通る。 

 ３ イカや貝のなかまなど，水中で生活する軟体動物は，えらで呼吸する。 

 ４ 節足動物のからだはかたい殻でおおわれている。この殻を，外骨格という。 

問２ １ ルーペは目に近づけて持ち，観察するものが動かせるときは，観察するものを前後に動かして見やすい位

置をさがす。 

 ２ 裸子植物には子房がなく，胚珠がむき出しになっている。花粉は，胚珠に直接ついて受粉する。 

 ３ 受精卵が体細胞分裂をくり返しながら生物のからだがつくられていく過程を，発生という。 

 ４ 丸形としわ形の両方の種子が含まれていたことから，自家受粉させたエンドウは丸形あるいはしわ形の純

系ではないと考えられる。したがって，丸形の種子をつくる遺伝子としわ形の種子をつくる遺伝子を１つず

つ受けついでいる。このような遺伝子の組み合わせをもつ個体を自家受粉させると，優性の形質である丸形

の種子と，劣性の形質であるしわ形の種子が３：１の割合で現れる。よって，８個の種子のうち６個が丸形，

２個がしわ形になると考えられる。 

 

 


